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決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

令
和
４
年
３
月
定
例
会
の

あ
　
ら
　
ま
　
し

　
令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月

28
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
25
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
の
２
月
28
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
「
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い

て
」
の
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
長
か
ら
「
米
子
市
教

育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権
限
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

な
ど
の
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
委

員
会
審
査
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
米
子
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議

案
32
件
及
び
報
告
４
件
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
及
び
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
３
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
８
日

及
び
９
日
の
５
日
間
は
、
３
人
以
上

の
議
員
が
所
属
す
る
会
派
に
よ
る
市

政
一
般
に
対
す
る
代
表
質
問
が
、
信

風
、
日
本
共
産
党
米
子
市
議
団
、
蒼

生
会
、
公
明
党
議
員
団
、
よ
な
ご
・

未
来
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
日
に
は
所
属
議
員
が
２
人
の
会
派

及
び
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
に
よ
る

市
政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
議
会
運
営
委
員
長
か
ら

米
子
市
議
会
基
本
条
例
の
検
証
結
果

に
つ
い
て
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
51
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
25
㌻
か
ら
29
㌻
ま
で

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
１
月
臨
時
会
の

あ
　
ら
　
ま
　
し

　
令
和
４
年
１
月
臨
時
会
は
、
１
月

20
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
「
令

和
３
年
度
米
子
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
補
正
第
12
回
）
」
の
議
案
１
件

が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
審
査
の
後
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
等
の
委
員
会
付
託
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
員
か
ら
「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決

議
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
提
案

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
日
、
14
日
か
ら
17
日
及
び
22
日

の
６
日
間
は
、
議
案
及
び
陳
情
の
審

査
等
の
た
め
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
日
の
３
月
24
日
に
は
、
ま
ず

各
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
等
の

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決

し
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
米
子
市
特
別

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
米
子
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど

の
議
案
５
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会

審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議

案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
員
か
ら
「
地
方
創
生
と

感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、

令
和
４
年
２
月
臨
時
会
の

あ
　
ら
　
ま
　
し

　
令
和
４
年
２
月
臨
時
会
は
、
２
月

１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
の
２
月
１
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
「
令
和
３
年
度
米
子
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
13
回
）
」

な
ど
の
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
委

員
会
審
査
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
「
島
根
原
子
力

発
電
所
稼
働
の
賛
否
を
問
う
米
子
市

民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
１
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説

明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
日
に
は
、
条
例
制
定
請
求
代
表

者
４
名
に
よ
る
意
見
陳
述
の
後
、
委

員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
委
員
長
か
ら
議
案
の

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
際
、
３
人
の
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
は
、
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

別表

区分 件数

議案 44

報告   4

陳情   3

合計 51
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
議
会
に
政
策
内
容
を
説

明
し
、
議
論
を
重
ね
、
そ
の
上
で
市

民
に
対
し
、
様
々
な
広
報
媒
体
な
ど

を
通
じ
、
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
新
年
度
予
算
の
策
定
方
針

に
つ
い
て
、
歳
出
予
算
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
よ
う
と
し
て
事
業
を
組
み

込
ん
だ
の
か
伺
う
。

■
市
長　
歳
出
予
算
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
７
つ
の
政
策
の
柱
を
進
め
る
た

め
、
幅
広
く
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
に
つ
い
て

■
議
員　
公
民
館
の
新
た
な
役
割
と

活
用
の
取
組
に
つ
い
て
、
社
会
教
育

施
設
を
ど
の
よ
う
に
変
更
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
へ
の

広
報
や
職
員
な
ど
へ
の
説
明
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

■
市
長　
公
民
館
の
所
管
を
市
長
部

局
へ
移
管
し
、
地
域
防
災
や
地
域
福

祉
の
推
進
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
総
合
拠
点
と
し
て
強
化
す
る
が
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
機
能
は
維

持
す
る
。
ま
た
、
公
民
館
移
管
の
経

緯
や
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
公

民
館
職
員
に
対
し
て
会
議
や
研
修
な

ど
を
通
じ
て
繰
り
返
し
説
明
を
し
た
。

市
長
の
政
治
姿
勢
と
政
策
方
針

に
つ
い
て

■
議
員　
先
の
市
長
選
挙
で
は
、
他

の
候
補
が
い
な
く
て
市
民
に
と
っ
て

選
択
肢
が
な
か
っ
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
、
感
染
防
止
対
応
で
、

市
長
の
独
自
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
せ
な

か
っ
た
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
特
に
、
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

市
民
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
こ
の
２
年
間
は
、
選
挙
期

間
も
含
め
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
優

先
し
独
自
の
政
策
を
打
ち
出
す
余
地

は
少
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
感
染
対
策
を
優
先
し
つ
つ

社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図
る
べ

く
努
力
を
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
と

思
っ
て
い
る
。
米
子
市
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
と
公
約
に
掲
げ
た
、
住
ん

で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
政
策
決
定
に
当
た
っ

て
は
、
議
会
で
の
議
論
が
非
常
に
重

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び執行
機関に対し質問を行うことです。
「一般質問」には以下の方法があります。
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関連
                  した質問を行う
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。

※会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書館で
　ご覧になれます。

あなたの　　を市政に ！声３月定例会では、各会派を代表して５人の議員が代表質問を、
１６人の議員が関連質問を、３人の議員が各個質問を行いました。

安
あ

達
だち

 卓
たか

是
し
議員

代 表 質 問  （信
しんぷう

風）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

■
議
員　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差

別
事
象
へ
の
対
応
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
実
効
性
の
あ
る
取
組
の
強
化
が
必

要
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差

別
事
象
へ
の
対
応
は
、
昨
年
度
策
定

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
同
和
問
題

に
係
る
悪
質
で
差
別
的
な
書
き
込
み

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
一
部

削
除
が
で
き
た
。
今
後
は
、
県
な
ど

と
連
携
し
、
様
々
な
不
適
切
な
書
き

込
み
の
事
態
把
握
と
削
除
要
請
に
よ

る
拡
散
防
止
や
未
然
防
止
の
た
め
の

啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

■
議
員　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
対
応
に
つ
い
て
、
多

様
な
性
を
知
る
機
会
を
積
極
的
に
作

る
な
ど
啓
発
の
取
組
と
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
児
童
生
徒
、
学
生
な
ど

へ
の
相
談
対
応
、
ト
イ
レ
や
制
服
な

ど
の
環
境
整
備
の
配
慮
な
ど
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

■
教
育
長　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
啓
発
は
、
小
中
学
校
で
そ

れ
ぞ
れ
学
習
機
会
を
作
り
、
市
教
育

委
員
会
主
催
の
教
職
員
対
象
の
研
修

会
な
ど
で
必
要
な
支
援
や
配
慮
に
つ

い
て
指
導
を
し
て
い
る
。
生
徒
の
制

服
は
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う

よ
う
各
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
、
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
整
備
も
順

次
図
っ
て
い
く
。

う
に
対
応
し
て
い
る
。

人
権
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

■
議
員　
障
が
い
者
差
別
の
解
消
の

た
め
、
米
子
市
に
お
け
る
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
対
応
要
領
の
徹
底
と
市
民
啓

発
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
障
が
い
者
差
別
の
解
消
の

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
職
員
に
対

し
て
は
、
対
応
要
領
や
具
体
的
な
対

応
例
を
示
し
、
事
務
や
事
業
で
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
市
民
や
事
業
者
に
対
し
て

は
、
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
な
ど
を

通
じ
て
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
研
修
を
継
続
し
て

い
き
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
組
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

■
議
員　
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、

状
況
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
相

談
窓
口
や
そ
の
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
伺
う
。

■
市
長　
差
別
事
象
に
係
る
相
談
窓

口
の
周
知
と
そ
の
体
制
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
情
報
発
信
を

し
て
お
り
、
職
員
や
隣
保
館
職
員
も

様
々
な
研
修
に
参
加
し
、
専
門
職
向

け
の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
な
ど
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
強
化
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

生
産
量
を
増
加
す
る
た
め
の
協
議
を

し
て
い
る
。
生
産
振
興
で
は
、
西
日

本
一
の
産
地
の
状
況
の
把
握
を
し
、

生
産
拡
大
や
新
規
就
農
者
を
増
や
す

た
め
の
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
と
福
祉
政
策
に

つ
い
て

■
議
員　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
や

就
労
等
の
推
進
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
面
会
な
ど
対
面
の
減
少
で
相
談

や
支
援
が
行
き
届
か
な
い
な
ど
の
懸

念
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
状

況
か
伺
う
。

■
市
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
障
が
い
者

へ
の
適
切
な
支
援
に
つ
い
て
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
国
の
通
知
に
基
づ

き
電
話
に
よ
る
相
談
や
訪
問
な
ど
在

宅
支
援
を
行
う
な
ど
、
柔
軟
な
運
用

を
図
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
般

相
談
な
ど
の
業
務
に
関
し
て
も
、
変

わ
り
な
く
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

■
議
員　
引
き
こ
も
り
状
態
や
う
つ

状
態
に
あ
る
方
へ
の
支
援
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■
市
長　
引
き
こ
も
り
状
態
や
う
つ

症
状
が
あ
る
方
へ
の
支
援
は
、
各
事

業
所
で
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
支

援
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
健

師
に
よ
る
訪
問
や
面
会
も
本
人
に
寄

り
添
い
、
つ
な
が
り
が
切
れ
な
い
よ

経
済
政
策
に
つ
い
て

■
議
員　
農
業
振
興
の
推
進
と
農
業

用
地
の
維
持
の
取
組
の
中
で
、
既
耕

地
な
ど
の
農
地
保
全
に
つ
い
て
水
路

や
側
溝
の
堆
積
物
の
搬
出
作
業
等
が

大
変
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
新

た
な
作
業
の
手
法
や
制
度
の
見
直
し

な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

■
市
長　
農
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

国
事
業
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
新
た
な
手

法
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
事
業
内

容
に
つ
い
て
国
の
機
関
と
定
期
的
に

意
見
交
換
を
し
て
い
る
の
で
市
の
意

見
を
伝
え
る
。

■
議
員　
農
業
振
興
に
つ
い
て
農
地

の
維
持
管
理
が
困
難
な
現
状
に
対
し
、

本
市
の
取
組
な
ど
を
伺
う
。

■
市
長　
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

は
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策
事

業
の
補
助
金
限
度
額
の
引
上
げ
を
予

定
し
て
い
る
。

■
議
員　
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
と
の
連
携

し
た
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
産
地

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
特
産
品
で
あ
る
白
ネ
ギ
ブ

ラ
ン
ド
化
は
、
鳥
取
県
白
ね
ぎ
改
良

協
会
、
若
手
生
産
者
、
県
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
鳥
取
支
店
、
境
港
市
、

そ
し
て
本
市
で
若
手
生
産
者
白
ネ
ギ

代 表 質 問  （信
しんぷう

風）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

続
き
状
況
を
注
視
し
機
動
的
な
支
援

を
考
え
た
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
は
、
地
産
外
商
の
促
進
を
は

じ
め
、
生
産
性
向
上
や
競
争
力
強
化

な
ど
新
た
な
取
組
を
後
押
し
す
る
支

援
策
を
講
じ
、
市
内
経
済
の
持
続
可

能
な
発
展
、
成
長
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
た
い
。

医
療
充
実
都
市
の
取
組
に
つ
い
て

■
議
員　
切
れ
目
の
な
い
医
療
と
介

護
の
供
給
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
供
給
体
制
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
と
介
護
側
の
間

で
情
報
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
共
有
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
切
れ

目
の
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
一
体

的
な
提
供
の
構
築
は
大
変
重
要
で
、

米
子
市
と
し
て
主
体
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
市
民
が
う
ま
く
賢
く
医
療

を
活
用
で
き
る
医
療
充
実
都
市
米
子

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
ま
で
の
医
療
シ
ス
テ

ム
や
人
材
や
施
設
の
充
実
に
加
え
、

市
民
の
医
療
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に

よ
り
、
充
実
し
た
医
療
体
制
を
積
極

的
に
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
市
民

と
医
療
の
相
互
関
係
に
よ
り
、
次
の

医
療
充
実
都
市
を
目
指
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て

■
議
員　
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て

業
種
別
か
ら
見
た
状
況
を
伺
う
。

■
経
済
部
長　
飲
食
業
や
観
光
業
を

含
む
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
外
出
自
粛
や

感
染
防
止
策
に
よ
り
長
期
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

■
議
員　
経
営
悪
化
の
期
間
が
あ
ま

り
に
長
く
経
営
努
力
に
も
限
界
が
あ

り
、
今
後
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
等
の

返
済
時
期
に
は
継
続
が
困
難
な
事
業

者
へ
の
柔
軟
な
対
応
策
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

■
経
済
部
長　
返
済
が
困
難
な
事
業

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県
や
金

融
機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
事
業

継
続
に
必
要
な
安
定
し
た
資
金
繰
り

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
収
束
を
見
据
え
た

経
済
活
動
を
下
支
え
す
る
基
盤
づ
く

り
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
ま
で
状
況
に
応
じ
た

支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
引
き

■
議
員　
子
育
て
短
期
支
援
事
業
は
、

保
護
者
が
病
気
等
で
育
児
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
、
７
日
を
限
度
と
し
て

預
か
り
を
す
る
制
度
で
、
「
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
」
環

境
づ
く
り
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
、
誰
も
が
事
前
に
制
度
を
知

っ
て
お
く
こ
と
で
安
心
し
た
子
育
て

が
で
き
る
。
育
児
の
不
安
、
負
担
か

ら
児
童
虐
待
に
発
展
す
る
こ
と
を
未

然
に
防
止
で
き
、
支
援
が
必
要
な
親

が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
な
ど
、
そ

の
事
業
の
効
果
は
大
き
い
が
、
一
部

の
世
帯
し
か
利
用
が
で
き
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
利
用
す
る

世
帯
件
数
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
令
和
２
年
度

の
子
育
て
短
期
支
援
事
業
は
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
等
13
世
帯
で
あ
る
。

■
議
員　
利
用
が
少
な
い
と
考
え
る
。

受
入
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
事
業
を
適
切

に
実
施
さ
れ
る
委
託
先
を
順
次
増
や

し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
保
育
士
、
保
育
所
、
母
子

生
活
支
援
施
設
等
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
今
後
、
利
用

状
況
に
応
じ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
人
権
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
推

進
に
つ
い
て

■
議
員　
市
営
住
宅
の
抽
せ
ん
結
果

に
よ
り
入
居
で
き
な
か
っ
た
住
宅
困

窮
者
の
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
随
時
募
集
の
住

宅
を
用
意
す
る
な
ど
、
代
わ
り
の
住

宅
を
案
内
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え

で
あ
る
。

■
議
員　
緊
急
度
、
困
窮
度
等
を
確

認
後
、
随
時
募
集
に
応
募
で
き
る
の

か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
４
月
か
ら
は
随

時
募
集
の
住
宅
で
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
の
定
期
募

集
に
応
募
し
な
く
て
も
随
時
募
集
に

応
募
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

■
議
員　
住
宅
困
窮
者
が
す
ぐ
に
応

募
が
で
き
、
す
ぐ
に
入
れ
る
と
い
う

こ
と
は
大
き
な
前
進
だ
と
考
え
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て

関 連 質 問  （信
しんぷう

風）

関 連 質 問  （信
しんぷう

風）

伊
い

藤
とう

ひろえ議員

中
なか

田
だ

 利
とし

幸
ゆき
議員
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

素
社
会
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
検

討
す
る
中
で
、
御
意
見
は
参
考
に
し

た
い
。

み
ん
な
が
住
み
た
く
な
る
働
き

や
す
い
米
子
市
へ

■
議
員　
み
ん
な
で
安
心
し
て
生
活

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
不
安
定
な

非
正
規
雇
用
を
減
ら
し
、
正
規
雇
用

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
非
正
規
雇
用
が

増
え
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
政

策
の
転
換
で
正
規
雇
用
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
働
き
や

す
い
本
市
の
実
現
の
た
め
、
子
育
て

環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
安
定
し

た
職
場
で
働
け
、
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用

の
待
遇
差
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
多

様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

関
連
法
の
整
備
に
よ
り
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
確
保
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
な
ぜ
労
働
法
制
に
よ
っ
て
、

労
働
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
答
弁
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
て
み

る
と
、
労
働
者
を
守
る
法
律
が
な
か

っ
た
、
ま
た
は
不
十
分
で
あ
っ
た
時

代
、
１
日
15
時
間
以
上
の
労
働
、
そ

■
副
市
長　
最
終
的
に
判
断
す
る
の

は
中
国
電
力
だ
が
、
立
地
自
治
体
と

同
様
に
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
立
地
自
治
体
が
了
解
し
な

け
れ
ば
動
か
さ
な
い
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
れ
と
は
違
う
の
か
。
最

終
的
に
判
断
す
る
の
が
中
国
電
力
と

い
う
こ
と
で
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

■
副
市
長　
立
地
自
治
体
と
中
国
電

力
が
結
ん
で
い
る
安
全
協
定
に
つ
い

て
、
解
釈
や
運
用
の
意
味
合
い
を
コ

メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
。
立
地
自

治
体
と
同
様
に
取
り
扱
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

■
議
員　
立
地
自
治
体
と
中
国
電
力

が
交
わ
し
て
い
る
事
前
了
解
権
を
本

市
は
求
め
て
き
た
。
そ
れ
を
コ
メ
ン

ト
す
る
立
場
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、

全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

■
議
員　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、

家
庭
で
の
蓄
電
池
の
設
置
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
境
港
市
、
南
部
町
、
伯

耆
町
が
家
庭
で
の
蓄
電
池
設
置
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
本
市
は
家
庭
で

の
蓄
電
池
設
置
に
補
助
を
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
現
時
点
で
蓄
電
池
へ
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
脱
炭

て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
請
求
の
あ
っ

た
条
例
案
に
つ
い
て
、
市
議
会
に
お

い
て
既
に
否
決
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

■
議
員　
議
会
で
否
決
さ
れ
る
前
の

段
階
の
市
長
の
意
見
に
つ
い
て
、
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
住
民
投
票
自
体

を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
国
策
だ
か
ら
住

民
投
票
に
反
対
す
る
と
い
う
意
見
自

体
は
、
破
綻
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

原
発
に
頼
ら
な
い
脱
炭
素
社
会

の
実
現
へ

■
議
員　
島
根
原
発
に
お
け
る
中
国

電
力
と
の
安
全
協
定
に
つ
い
て
、
結

局
明
記
は
さ
れ
な
い
が
、
事
前
了
解

権
を
求
め
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

■
市
長　
事
前
了
解
権
に
つ
い
て
は
、

既
に
あ
る
も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
。

■
議
員　
立
地
自
治
体
に
認
め
ら
れ

て
い
る
事
前
了
解
権
と
は
、
そ
の
自

治
体
が
了
解
し
な
け
れ
ば
、
原
発
を

動
か
せ
な
い
権
利
と
い
う
こ
と
か
。

■
防
災
安
全
監　
立
地
自
治
体
に
関

し
て
は
、
そ
の
権
利
で
あ
る
。

■
議
員　
本
市
に
認
め
ら
れ
た
事
前

了
解
権
も
、
本
市
が
了
解
し
な
け
れ

ば
、
原
発
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

又
また

野
の

 史
し

朗
ろう
議員

代 表 質 問  （日本共産党米子市議団）

住
民
投
票
条
例
請
求
に
対
す
る

市
長
の
意
見
に
つ
い
て

■
議
員　
原
発
は
国
の
政
策
で
あ
り

国
が
判
断
す
る
の
で
、
住
民
投
票
に

反
対
す
る
と
の
市
長
の
意
見
だ
っ
た

が
、
質
疑
の
中
の
答
弁
で
は
、
国
の

政
策
に
地
方
や
住
民
は
意
見
が
言
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
な
ら
ば
、
国
の
政
策

だ
か
ら
と
い
う
の
は
、
住
民
投
票
に

反
対
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
原
発
に
つ
い
て
は
、
諸
課

題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
が
安
全
性
の
確
保

を
優
先
さ
せ
た
上
で
、
責
任
を
持
っ

て
判
断
す
べ
き
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

■
議
員　
島
根
原
発
の
稼
働
に
つ
い

て
、
地
元
の
理
解
が
必
要
だ
と
国
は

言
っ
て
い
る
。
地
元
の
理
解
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
投
票
自
体

を
否
定
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

■
副
市
長　
住
民
投
票
が
選
択
と
し
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

の
取
組
を
続
け
て
い
か
れ
た
い
。

■
議
員　
原
子
力
規
制
庁
の
監
視
下

で
あ
り
な
が
ら
、
何
度
も
不
祥
事
を

繰
り
返
す
中
国
電
力
に
対
し
、
大
変

甘
い
評
価
で
あ
る
。
規
制
庁
の
預
け

た
重
要
文
書
を
廃
棄
し
、
発
覚
ま
で

の
２
年
間
報
告
も
な
か
っ
た
事
案
に

つ
い
て
、
規
制
庁
は
新
規
制
基
準
の

保
安
規
定
変
更
許
可
に
よ
り
審
査
す

る
と
言
わ
れ
、
中
国
電
力
と
規
制
庁

の
間
の
信
頼
関
係
に
も
及
ぶ
問
題
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も

厳
し
い
審
査
と
判
定
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
原
子
力
規
制
庁
の

規
制
委
員
会
に
お
い
て
、
厳
し
い
審

査
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
審
査
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

■
議
員　
見
守
る
と
い
う
傍
観
者
的

な
態
度
で
、
市
民
に
対
し
て
責
任
を

取
れ
る
の
か
。
市
長
は
、
中
国
電
力

が
島
根
原
発
２
号
機
を
再
稼
働
、
３

号
機
を
新
規
稼
働
し
て
も
い
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

■
防
災
安
全
監　
国
が
安
全
性
の
確

保
を
優
先
さ
せ
た
上
で
、
責
任
を
持

っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
市
長
が
市
長
の
言
葉
で
責

任
を
持
っ
て
答
え
な
い
。
米
子
が
求

め
て
い
る
安
全
協
定
に
つ
い
て
も
コ

メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
と
い
う
、

本
当
に
無
責
任
だ
と
思
う
。

と
信
じ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

■
議
員　
日
本
は
男
女
間
の
賃
金
格

差
が
大
き
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
38

か
国
の
中
で
も
２
番
目
に
格
差
が
大

き
い
。
他
の
先
進
諸
国
は
、
女
性
の

賃
金
は
男
性
の
80
～
90
％
で
あ
る
の

に
比
べ
、
日
本
で
は
74
％
で
あ
る
。

こ
の
男
女
の
賃
金
格
差
も
日
本
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
要
因

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

鳥
取
県
内
で
の
賃
金
格
差
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
鳥
取
県
の
賃
金
に
つ
い
て

は
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に
よ

り
、
男
性
に
対
す
る
女
性
の
比
率
が

78
・
５
％
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
そ
の
賃
金
格
差
が
あ
る
と

い
う
問
題
、
本
市
独
自
で
格
差
を
是

正
す
る
事
業
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
い

う
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
く
、
啓
発
し
て
い
く
よ
う
な

取
組
は
で
き
な
い
の
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
国
の
統
計
調
査

の
情
報
な
ど
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
に
掲
示
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

し
て
安
全
対
策
も
な
い
劣
悪
な
環
境

の
中
、
10
歳
に
も
な
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
も
含
め
、
休
み
も
な
く
年
中
働

き
続
け
さ
せ
る
な
ど
、
過
酷
な
労
働

環
境
の
時
代
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
労
働
者
が
団
結
し
、
少
し
ず
つ
権

利
を
勝
ち
取
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が

労
働
者
を
守
る
法
律
で
あ
る
。
企
業

と
労
働
者
で
は
、
ど
う
し
て
も
労
働

者
が
弱
い
立
場
に
あ
る
た
め
、
法
律

で
労
働
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
労
働
者
が
自
ら
選
ん
だ
よ
う
に

見
え
て
も
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
見
え
な
い
力
の
差
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
法
律
や
政
策
に
よ
っ
て
働
く

人
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
最
近
の
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
に
よ
り
、
非
正
規
雇
用
の
割
合
は

こ
の
30
年
間
で
20
％
か
ら
40
％
に
増

加
し
て
い
る
。
そ
ん
な
に
多
く
の
人

た
ち
が
非
正
規
雇
用
を
望
ん
で
な
っ

て
い
る
の
か
。
多
く
の
非
正
規
労
働

者
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
。
知
り

合
い
の
派
遣
社
員
の
人
も
不
安
定
な

雇
用
よ
り
正
社
員
が
い
い
と
言
っ
て

い
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
働
く

人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
政
府
は
規
制

緩
和
を
や
め
、
労
働
者
を
守
る
法
律

を
し
っ
か
り
と
整
備
し
、
正
規
雇
用

が
当
た
り
前
の
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
、
本
市
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

代 表 質 問  （日本共産党米子市議団）

関 連 質 問  （日本共産党米子市議団）

石
いし

橋
ばし

 佳
よし

枝
え
議員

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
に

き
っ
ぱ
り
と
反
対
を

■
議
員　
２
０
１
０
年
、
原
子
力
安

全
・
保
安
院
は
、
５
１
１
か
所
の
点

検
漏
れ
の
あ
っ
た
中
国
電
力
の
安
全

管
理
の
評
価
に
つ
い
て
、
島
根
原
発

１
号
機
、
２
号
機
の
２
基
は
、
最
も

劣
る
、
許
容
で
き
な
い
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
た
と
し
た
。
そ
れ
以
後
も
虚

偽
の
記
録
作
成
、
放
射
性
廃
棄
物
管

理
区
域
の
巡
視
の
怠
り
、
作
業
員
の

転
落
事
故
、
管
理
事
務
所
の
火
災
な

ど
を
起
こ
し
て
い
る
。
許
容
で
き
な

い
最
低
の
レ
ベ
ル
は
改
善
さ
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
不
適
切
事
案
は
、

中
国
電
力
に
お
い
て
現
在
も
再
発
防

止
に
向
け
た
取
組
や
原
子
力
安
全
文

化
の
醸
成
に
向
け
た
取
組
に
努
め
ら

れ
て
お
り
、
原
子
力
規
制
庁
に
よ
る

監
視
も
引
き
続
き
続
け
ら
れ
て
い
る

と
聞
く
。
中
国
電
力
に
は
、
原
発
の

安
全
性
を
高
め
る
、
さ
ら
な
る
不
断
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

を
深
め
た
財
源
確
保
策
が
大
変
重
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解

を
伺
う
。

■
市
長　
国
や
県
に
対
し
て
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
地
方
財

政
の
実
情
を
訴
え
、
コ
ロ
ナ
臨
時
交

付
金
な
ど
の
追
加
交
付
を
求
め
て
い

く
ほ
か
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
要
望
活
動
を
行
い
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
は
じ
め
と
す

る
交
付
金
の
さ
ら
な
る
獲
得
に
注
力

を
し
、
適
切
な
投
資
に
よ
っ
て
将
来

の
税
収
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
財
源
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

■
議
員　
伊
木
市
長
が
ま
い
た
種
が

形
と
な
り
、
そ
れ
を
拡
大
さ
せ
る
よ

う
な
予
算
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
、
教
育
に
対

す
る
事
業
が
多
い
と
感
じ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
思
い
で
編
成
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

■
市
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
様
々
な

制
約
や
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
社

会
や
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々

に
対
す
る
施
策
を
拡
充
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
」
や
、
重
層
的

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

■
議
員　
住
ん
で
楽
し
い
米
子
市
第

２
章
を
ス
タ
ー
ト
し
て
既
に
１
年
に

な
る
が
、
２
期
目
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
市
政
運
営
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
抑
制
に
努
め
な

が
ら
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も

取
り
組
み
、
国
や
県
の
動
き
に
も
呼

応
し
な
が
ら
事
業
継
続
の
た
め
の
経

済
支
援
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
社
会
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
米
子

市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
公
約
に

掲
げ
た
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
具
現
化
に
向
け
て
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

■
議
員　
新
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
と
の
連
携

コ
ロ
ナ
禍
で
の
無
料
低
額
診
療

の
活
用
を

■
議
員　
無
料
低
額
診
療
（
無
低
診
）

は
、
生
活
困
窮
者
の
た
め
に
無
料
ま

た
は
低
額
の
料
金
で
診
療
を
行
う
も

の
で
、
一
定
の
水
準
以
下
の
収
入
で

生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な
る
。

ど
う
い
っ
た
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て

そ
う
い
っ
た
内
容
の
診
療
を
言
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
市
内
で
無
低
診
を

実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
は
何
か
所

あ
る
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
無
低
診
事
業
は
、

社
会
福
祉
法
第
２
条
第
３
項
第
９
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の
認
可
を

受
け
た
第
２
種
の
社
会
福
祉
事
業
と

し
て
、
医
療
機
関
が
生
活
困
難
者
の

た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で

診
療
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
市
内
で

行
っ
て
い
る
の
は
４
か
所
で
あ
る
。

■
議
員　
民
医
連
の
コ
ロ
ナ
禍
を
起

因
と
し
た
困
窮
事
例
中
間
と
り
ま
と

め
に
、
経
済
的
に
困
難
で
受
診
を
我

慢
し
症
状
が
悪
化
し
て
か
ら
受
診
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
弱
い
立
場
の
人

た
ち
に
寄
り
添
っ
た
診
療
活
動
を
周

知
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
「
よ
な
ご
の
国
保
」
で

周
知
を
し
て
い
る
。

岡
おか

村
むら

 英
えい

治
じ
議員

田
た

村
むら

 謙
けん

介
すけ
議員

関 連 質 問  （日本共産党米子市議団）

代 表 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

助
成
の
創
設
を

■
議
員　
令
和
３
年
10
月
、
岩
手
県

議
会
は
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の
公
的
支

援
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
求
め
る
意

見
書
を
国
に
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
制
度
化
ま
で
の
間
、
独
自
の
助

成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
全
国
、
県
内
の
状
況
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
全
国
で
約
50
の

自
治
体
、
県
内
で
は
湯
梨
浜
町
が
高

齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
を
実
施

し
て
い
る
。

■
議
員　
お
年
寄
り
の
認
知
症
予
防
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
意
味
で
も
、

聞
こ
え
の
機
能
を
保
つ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
国
の
制
度
化
ま
で
の
間
、

市
独
自
に
購
入
費
補
助
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
本
市
と
し
て
も

制
度
創
設
に
向
け
、
国
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
く
が
、
市
独
自
に
補

助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
。
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

協
議
を
行
っ
た
。
米
子
駅
周
辺
整
備

を
含
め
た
構
想
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
具
体
的
な
も
の
を
示
す
段
階
に
至

っ
て
お
ら
ず
、
令
和
４
年
度
、
新
た

に
米
子
商
工
会
議
所
を
加
え
た
四
者

に
よ
る
連
携
会
議
を
設
置
し
、
全
体

像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
協
議
の
過
程

で
示
し
た
い
。

■
議
員　
令
和
３
年
10
月
末
で
米
子

市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
が
解

散
と
な
っ
た
が
、
本
協
議
会
に
お
い

て
行
わ
れ
て
き
た
活
性
化
事
業
の
総

括
を
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
の
兆
し
が

見
ら
れ
る
な
ど
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
が
、
投
資
の
継
続
が
な
く
、
各
事

業
と
来
街
者
を
誘
導
す
る
施
策
な
ど

が
不
十
分
で
、
中
心
市
街
地
の
再
活

性
化
は
十
分
で
は
な
く
、
一
層
の
活

性
化
及
び
全
市
的
な
波
及
効
果
が
必

要
で
あ
る
と
総
括
を
し
た
。

■
議
員　
本
協
議
会
の
計
画
に
お
い

て
、
活
性
化
す
べ
き
中
心
地
と
し
て

設
定
し
た
２
核
１
モ
ー
ル
中
心
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
Ｄ

Ｉ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
食
品
や
日
用

品
を
販
売
す
る
多
機
能
化
が
進
む
な

ど
、
商
業
形
態
の
変
化
や
ネ
ッ
ト
販

売
の
普
及
な
ど
の
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略
の

公
共
交
通
を
中
心
と
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

■
議
員　
Ｙワ

イ
‐
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
は
包
括
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
、
ほ
か
の
二
次
交
通
手

段
と
の
連
携
が
見
え
な
い
た
め
、
本

来
の
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
と
は
異
な
る
も
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、

本
市
が
目
指
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
展
開

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
本
市
が
目
指
す
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ

の
展
開
に
つ
い
て
、
移
動
利
便
性
の

高
い
公
共
交
通
の
環
境
の
形
成
を
図

る
観
点
か
ら
、
こ
の
取
組
を
拡
大
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

１
か
月
券
の
販
売
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

他
の
交
通
手
段
へ
の
利
用
範
囲
の
拡

大
な
ど
の
展
開
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。

■
議
員　
米
子
駅
南
北
自
由
通
路
等

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
県
、
Ｊ
Ｒ
、

本
市
と
の
三
者
で
ど
の
よ
う
な
話
合

い
が
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
周
辺
整

備
を
含
め
た
全
体
像
に
つ
い
て
、
い

つ
頃
市
民
に
示
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
三
者
で
平
成
26
年
の
４
月

か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
計
12
回

に
わ
た
っ
て
事
業
計
画
の
検
証
、
事

業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
調
整
や

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た

■
議
員　
令
和
４
年
度
予
算
案
に
お

い
て
は
、
米
子
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
７
つ
の

柱
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
予
算

編
成
方
針
が
取
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
は
、
閉
塞
感
が
漂
う
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
私
が
目
指
し
て
い
る
打

っ
て
出
る
米
子
市
の
姿
勢
そ
の
も
の

で
あ
り
、
大
い
に
評
価
し
た
い
と
考

え
る
が
、
令
和
４
年
度
の
予
算
に
対

す
る
編
成
方
針
は
ど
の
よ
う
な
考
え

に
基
づ
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
経
済
対

策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
２
月
の
補
正

予
算
、
３
月
の
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、

14
か
月
予
算
と
し
て
一
体
的
に
現
下

の
様
々
な
課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る

と
い
う
考
え
方
を
取
っ
て
い
る
。
目

の
前
の
疲
弊
し
た
経
済
へ
の
支
援
を

行
い
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
た
地
域
社
会
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
像
、

「
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち　
よ
な
ご
」

の
具
現
化
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
な
が
ら
力
強
く
事
業
を
前
進
さ

せ
た
い
、
と
い
う
考
え
方
か
ら
施
策

の
７
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
新
規
事
業

や
拡
大
事
業
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん

だ
。

支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
教
育
・

子
育
て
支
援
の
充
実
、
高
齢
者
を
は

じ
め
複
雑
化
す
る
福
祉
課
題
に
対
す

る
体
制
整
備
、
地
域
社
会
の
新
た
な

活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
地
域

社
会
を
再
構
築
し
て
い
く
た
め
の
施

策
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
る
上

で
、
本
市
の
将
来
的
な
事
業
に
対
し

重
要
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
取
崩

し
が
続
い
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度

予
算
に
お
け
る
基
金
の
取
崩
し
額
と

残
高
は
ど
の
程
度
に
な
る
見
込
み
な

の
か
伺
う
。

■
市
長　
令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和

２
年
度
末
29
億
２
０
０
０
万
円
に
対

し
て
令
和
３
年
度
末
で
25
億
８
０
０

０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
の

財
源
と
し
て
取
崩
し
を
重
ね
た
た
め
、

基
金
残
高
が
減
少
す
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
当
初
予

算
に
お
い
て
基
金
の
取
崩
し
は
計
上

し
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
の

事
業
を
機
動
的
に
実
施
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
念
頭

に
、
今
後
の
災
害
な
ど
の
財
政
需
要

に
備
え
る
た
め
、
基
金
の
積
み
増
し

に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
毎
年
、
日
本
遺
産
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
お
り
、
昨
年

度
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
地
蔵

信
仰
と
牛
馬
市
に
つ
い
て
の
公
開
講

座
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
伯
耆
国

「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」
と
も

連
携
を
し
た
講
座
の
実
施
や
、
小
中

学
校
に
お
け
る
郷
土
の
学
習
の
開
催

な
ど
、
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
日
本
遺
産
大
山
山
麓
魅
力
発

信
推
進
協
議
会
の
構
成
自
治
体
と
継

続
認
定
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い

き
、
参
画
さ
れ
る
民
間
事
業
者
と
の

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
官
民
一
体

の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
本
市
も
復
活
が
予
想
さ
れ

る
訪
日
外
国
人
に
し
っ
か
り
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
外
国
語
対

応
な
ど
、
圏
域
外
の
お
金
、
す
な
わ

ち
外
貨
を
稼
ぐ
た
め
に
い
か
に
本
市

を
売
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
ま
で
多
言
語
表
記
の

看
板
設
置
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
在
住
外
国
人
に
よ
る
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
た
。
出
発

地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

山
陰
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
や
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光
局
な
ど
と

連
携
を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
。

■
議
員　
高
齢
者
が
そ
の
人
生
を
閉

じ
ら
れ
る
と
き
に
米
子
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
高
齢
者
に
寄
り
添

っ
た
施
策
に
つ
い
て
、
長
寿
社
会
課

だ
け
で
は
な
く
、
部
局
横
断
的
な
全

庁
的
な
協
議
が
必
要
と
な
る
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
高
齢
者
の
方
に
は
、
で
き

る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
楽
し
く

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
専
門
機
関
や
地

域
住
民
の
皆
様
と
行
政
が
連
携
を
し

な
が
ら
介
護
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予
防

の
施
策
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
方
々

に
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
長

寿
社
会
課
だ
け
で
取
り
組
む
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
地
域
共
生
社
会
実
現

の
理
念
の
下
、
部
局
横
断
的
な
検
討

や
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
新
商
都
・
所
得
向
上
を
め
ざ

す
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

■
議
員　
文
化
庁
は
、
一
定
期
間
を

経
た
日
本
遺
産
に
対
し
総
括
評
価
を

行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
認
定
の
取

消
し
を
含
む
制
度
を
導
入
し
た
。
本

市
も
こ
の
よ
う
な
憂
き
目
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
広
域
連
携
に
よ
る
対
策

い
体
制
と
連
携
し
て
地
域
活
動
の
総

合
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
公
民
館
職
員
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
の
組

織
機
構
改
正
に
よ
り
、
地
域
振
興
課

が
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活

動
に
関
す
る
業
務
と
併
せ
て
一
元
的

に
所
管
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
現
場
体
制
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
業

務
を
担
う
た
め
に
必
要
な
技
能
に
つ

い
て
は
、
公
民
館
職
員
に
対
し
研
修

な
ど
を
行
い
、
身
に
つ
け
て
い
た
だ

く
よ
う
努
力
し
た
い
。

■
議
員　
障
が
い
者
を
地
域
の
一
員

と
し
て
迎
え
、
支
援
す
る
こ
と
は
当

然
私
た
ち
市
民
に
も
求
め
ら
れ
る
が

障
が
い
者
支
援
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

と
の
連
携
や
本
市
が
実
施
す
る
支
援

策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
各
事
業
者
が
障
が
い
者
の

当
事
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
と
、

日
々
の
業
務
や
障
が
い
者
支
援
プ
ラ

ン
の
策
定
、
あ
る
い
は
進
捗
状
況
の

検
証
の
場
な
ど
で
福
祉
施
策
の
充
実

の
た
め
の
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
者
計
画
の
中
で
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向
を
示
し

各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特

に
長
期
入
院
者
の
地
域
移
行
の
取
組

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

■
市
長　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
現
在
２
核
１
モ
ー
ル
を

ベ
ー
ス
と
し
た
米
子
駅
周
辺
、
角
盤

町
周
辺
、
米
子
港
周
辺
の
３
つ
の
地

区
で
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ほ
か
の
町
な
か
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し

て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て

都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
市
民
が
主
役
の
共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

■
議
員　
公
民
館
が
地
域
の
多
機
能

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、

働
く
皆
さ
ん
の
不
安
に
応
え
る
十
分

な
周
知
、
意
思
の
統
一
に
併
せ
、
新

た
な
人
材
の
配
置
な
ど
、
従
来
の
公

民
館
業
務
に
支
障
が
出
な
い
配
慮
や

地
元
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

■
市
長　
公
民
館
は
新
た
に
設
置
す

る
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域

福
祉
活
動
支
援
員
や
自
治
会
活
動
支

援
の
た
め
に
配
置
す
る
地
域
活
動
支

援
員
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
推
進
の
た
め
に
配
置
す
る
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
員
な
ど
、
新
し
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

併
せ
て
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
を
伺

う
。

■
市
長　
こ
の
取
組
は
、
歩
く
こ
と

に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
の
効
果
も
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
は
、
米
子
駅
周
辺
、
角
盤
町

周
辺
、
米
子
港
周
辺
の
３
つ
の
地
区

に
お
い
て
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

健
康
の
増
進
の
効
果
に
つ
い
て
、
消

費
カ
ロ
リ
ー
や
抑
制
さ
れ
る
医
療
費

の
額
な
ど
見
え
る
化
し
た
分
か
り
や

す
い
広
報
を
行
い
、
歩
く
こ
と
の
動

機
づ
け
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

■
議
員　
本
市
の
お
よ
そ
84
％
の
自

治
会
で
自
主
防
災
会
が
立
ち
上
が
っ

た
も
の
の
、
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ

ー
が
十
分
で
は
な
く
、
休
眠
状
態
や

資
機
材
購
入
後
に
資
金
が
枯
渇
し
て

継
続
的
な
活
動
が
困
難
に
な
る
な
ど

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
る
。
せ
っ
か
く
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
い
た
自
主
防
災
会
に
つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
実
効
性
が
伴
う
よ
う
、
再

度
機
能
強
化
を
図
る
べ
く
本
市
と
し

て
各
組
織
に
対
す
る
積
極
的
な
関
与

や
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
う
。

■
市
長　
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て

■
議
員　
よ
な
ご
住
ん
で
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
に
応
募
す
る
た

め
に
は
法
人
格
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
ち
な
か
観
光
案
内
所
や
加
茂

川
遊
覧
船
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
本

市
の
魅
力
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら

れ
る
個
人
、
団
体
は
対
象
外
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
下
町
観
光
を
持
続

性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
敷

居
の
低
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
だ

が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
城
下
町
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
米
子
城
跡
の
整
備
と
併
せ
今
後

さ
ら
に
魅
力
が
高
ま
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
継
続
的
な
城
下
町
観
光
の

推
進
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
や
各
種

事
業
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
必
要

な
支
援
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

■
議
員　
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
健
康
増
進
効

果
を
把
握
す
る
た
め
の
歩
行
利
用
調

査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
歩
行

に
よ
り
医
療
費
抑
制
効
果
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
を
単

に
都
市
整
備
の
一
環
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
健
康
寿
命
延
伸
の
観

点
で
も
歩
行
者
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
整

備
ゾ
ー
ン
へ
の
誘
導
、
歩
行
勧
奨
を

交
流
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
有
用
性
を
見
込
ん
で
お
り
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
歴
史
と
文
化
に
根
差
し
た

ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

■
議
員　
本
市
が
策
定
し
た
米
子
城

跡
整
備
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
中

期
計
画
に
お
い
て
白
壁
の
復
元
、
そ

し
て
長
期
計
画
に
は
四
重
や
ぐ
ら
の

復
元
検
討
と
記
載
を
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
市
民
は
御
存
じ
で
は
な
い
。

本
市
に
お
い
て
整
備
基
本
計
画
は
多

く
の
市
民
と
共
有
す
べ
き
情
報
で
あ

り
、
米
子
城
を
愛
す
る
市
民
の
機
運

を
高
め
る
上
で
も
さ
ら
な
る
情
報
発

信
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

■
市
長　
整
備
基
本
計
画
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
、
白
壁
や
四
重
や
ぐ

ら
な
ど
の
建
造
物
の
復
元
を
含
め
、

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
機

会
を
捉
え
て
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
を
行
い
、
説
明
に
努
め
た
い
。
特

に
建
造
物
の
復
元
に
当
た
っ
て
は
、

写
真
や
図
面
な
ど
の
古
い
史
料
は
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
米
子

城
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
も
、
国

内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
存
在
す
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
、
今

後
、
様
々
な
方
法
で
古
い
史
料
の
発

掘
、
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ニ
バ
ル
ｉ
ｎ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
２
０
２
２

の
国
際
大
会
化
に
向
け
た
受
入
れ
環

境
の
整
備
や
、
海
外
サ
イ
ク
リ
ス
ト

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

■
議
員　
市
内
で
一
番
大
山
に
近
く

田
園
風
景
が
す
ば
ら
し
い
尚
徳
中
学

校
区
な
ど
の
米
子
市
南
部
、
日
本
海
、

皆
生
温
泉
に
近
い
皆
生
エ
リ
ア
な
ど

に
新
た
な
お
試
し
住
宅
の
設
定
を
提

案
し
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
新
た
な
お
試
し
住
宅
の
設

定
に
つ
い
て
は
、
現
在
設
置
し
て
い

る
お
試
し
住
宅
の
更
新
状
況
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

■
議
員　
本
市
が
進
め
る
地
産
外
商

に
お
け
る
海
外
展
開
を
は
じ
め
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
な
ど
、
英
語
圏
国
際

交
流
員
の
必
要
性
は
か
な
り
高
ま
っ

て
き
た
。
本
市
の
今
後
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
を
見
据
え
、
常
任
の
英

語
圏
国
際
交
流
員
の
追
加
設
置
を
再

提
案
す
る
が
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
英
語
圏
の
国
際
交
流
員
の

追
加
配
置
に
つ
い
て
、
質
問
に
も
あ

っ
た
と
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
と
は
、
地
元
の

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
皆
様
が
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
を
通
じ
た
民
間
交
流
を

長
年
継
続
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
民

間
交
流
を
ベ
ー
ス
に
し
た
英
語
圏
の

代 表 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
居
場
所

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
議
員　
地
域
と
意
見
・
情
報
交
換

を
積
極
に
し
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
仕
組
み
を
生
か
し
て
地
域
の
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
い
。

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

■
議
員　
白
ネ
ギ
の
作
付
面
積
は
、

近
隣
市
町
村
と
合
わ
せ
た
場
合
、
九

条
ネ
ギ
の
作
付
面
積
よ
り
も
多
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
大

い
に
可
能
性
が
あ
り
、
県
や
Ｊ
Ａ
と

の
連
携
は
必
須
だ
と
考
え
る
が
、
ブ

ラ
ン
ド
化
や
特
産
品
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

■
市
長　
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
な
ど
の
関

係
機
関
と
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
高

級
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
可
能
性
を
秘
め

た
伯
州
美
人
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
特
産
品
化
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
寄
与
す
る
方
策
を
見

い
だ
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
ネ
ギ
の
生
産
量
増
加
は
も

ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
も

ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
を
活
用
さ
れ
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

○�

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
に
つ

い
て

奥
おく

岩
いわ

 浩
ひろ

基
き
議員

の
推
進
の
観
点
か
ら
も
官
民
連
携
で

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
豊
か
さ

を
そ
の
ま
ま
に
利
便
性
と
魅
力
を
備

え
た
新
た
な
地
方
像
を
提
示
す
る
構

想
で
あ
り
、
本
市
も
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
参
画
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
鳥
取

大
学
医
学
部
や
米
子
高
専
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

官
民
連
携
で
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
大
変
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
鳥
取
県
情
報

産
業
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る
。
本

市
の
取
組
と
し
て
は
、
地
域
情
報
化

の
推
進
と
課
題
解
決
を
目
指
し
て
、

今
年
の
１
月
に
３
市
５
町
の
自
治
体

で
民
間
も
含
め
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

協
議
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
協
議
会

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
へ
の
参
加
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
べ
き
か
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

は
、
地
域
防
災
力
の
充
実
、
強
化
の

一
環
と
し
て
、
活
動
に
関
す
る
指
導

や
助
言
、
ま
た
補
助
制
度
に
基
づ
く

各
種
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

か
ら
は
地
区
単
位
で
結
成
さ
れ
る
連

合
組
織
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
防
災
組
織
の
運
営
に
関
す
る

相
談
に
対
し
て
は
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
対
応
し
て
い
る
が
、
御
指
摘

の
よ
う
な
点
も
含
め
て
引
き
続
き
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
行
う
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

に
つ
い
て

■
議
員　
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
も

う
と
す
る
自
治
体
の
数
を
２
０
２
４

年
度
末
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
０
団

体
に
展
開
す
る
と
い
う
計
画
が
あ
る
。

こ
の
構
想
に
は
、
高
度
な
教
育
機
関

と
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
鳥

取
大
学
医
学
部
や
米
子
高
専
を
擁
す

る
本
市
は
、
既
に
こ
れ
ら
の
教
育
機

関
と
の
連
携
を
深
め
て
お
り
、
こ
の

国
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
に
積
極
的
に
参
加
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。
ま
た

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
に
お
い

て
、
本
市
に
は
有
力
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が

数
社
あ
り
、
都
会
か
ら
の
移
住
定
住

代 表 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

　

保
育
環
境
つ
い
て

■
議
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
民

間
学
童
等
の
待
機
児
童
数
と
、
そ
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
令
和
３
年
５

月
１
日
現
在
で
48
人
で
あ
っ
た
。
待

機
児
童
の
解
消
に
は
、
な
か
よ
し
学

級
の
拡
充
に
加
え
、
民
間
と
も
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

■
議
員　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
仕

組
み
を
生
か
し
て
子
ど
も
の
居
場
所

を
積
極
的
に
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
国
が
進
め
る

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
中
で
心
豊
か
に
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
放
課
後
や

週
末
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
な
居
場
所
を
確
保
し
、

地
域
の
協
力
の
下
、
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交

流
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

三
み

鴨
かも

 秀
ひで

文
ふみ
議員

稲
いな

田
た

　清
きよし

議員

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

「
官
官
」連
携
と「
官
民
」連

携
に
つ
い
て

■
議
員　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
行
革
の
一
環
と
し
て
、
官

官
連
携
と
い
う
手
法
を
用
い
、
本
市

と
県
と
の
重
複
事
務
の
解
消
を
最
大

の
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実

を
目
指
し
、
事
業
の
発
展
的
な
廃
止
、

統
合
、
一
元
化
等
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
提
案
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
問
題
に
関
す
る
県
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
令
和
４
年
１
月

に
県
が
消
費
生
活
相
談
体
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
方
針
を
定
め
、
重
複
事

務
を
解
消
し
て
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
市

が
専
ら
市
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

県
は
高
度
な
専
門
性
、
ま
た
は
広
域

的
な
見
地
を
要
す
る
相
談
な
ど
を
担

当
し
、
行
政
事
務
に
つ
い
て
す
み
分

け
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

■
議
員　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す

る
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

■
教
育
長　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
学
校
が

主
体
と
な
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
近
年
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状

況
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
対

応
で
は
改
善
が
見
通
せ
な
い
ケ
ー
ス

な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
米
子
市
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
不
登
校
児
童
生

徒
の
居
場
所
や
学
習
の
場
、
あ
る
い

は
触
れ
合
い
や
体
験
の
場
と
い
っ
た

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
各
地
域
の
困
り
事
や
課
題

解
決
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
官
民

連
携
の
在
り
方
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
団
体
な
ど
と
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
よ

う
な
団
体
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く

の
か
、
本
市
の
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
今
後
の
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
課
題

の
一
つ
に
、
活
動
を
支
え
る
担
い
手

の
不
足
が
あ
り
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
団
体
と
の
連
携
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
社

会
福
祉
協
議
会
が
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
地
域
と
各
団
体

を
つ
な
げ
て
い
く
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
。

■
議
員　
そ
の
よ
う
な
戦
略
が
実
を

結
ぶ
た
め
に
は
、
今
後
、
各
団
体
の

活
動
を
い
か
に
支
援
し
、
育
成
を
図

っ
て
い
く
の
か
が
重
要
と
考
え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
団
体
な
ど
の
今

後
の
育
成
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

市
民
団
体
の
情
報
の
一
元
化
を
進
め
、

現
在
は
所
管
ご
と
に
育
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
全
市
的
な
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
不
登
校
に
お
け
る
出
席
の

取
り
方
と
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
扱

い
等
の
具
体
的
な
例
示
を
尋
ね
る
。

■
教
育
長　
通
常
の
授
業
以
外
で
の

出
席
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
校
長

の
裁
量
で
あ
る
が
、
令
和
元
年
度
、

国
か
ら
「
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
通

知
が
あ
り
、
こ
れ
に
の
っ
と
り
、
指

導
要
録
上
、
出
席
扱
い
と
し
て
い
る

と
把
握
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
扱

い
と
し
て
、
そ
の
指
導
要
録
で
は
、

公
的
機
関
や
民
間
施
設
に
お
い
て
相

談
や
指
導
を
受
け
、
円
滑
な
学
校
復

帰
に
つ
な
が
る
支
援
を
実
施
し
て
い

る
と
評
価
で
き
る
場
合
、
校
長
は
指

導
要
録
上
、
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
当
然
、

米
子
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
フ
レ
ン
ド

リ
ー
ル
ー
ム
、
あ
る
い
は
、
ほ
っ
と

ル
ー
ム
、
こ
れ
ら
は
全
て
出
席
扱
い

と
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
も
記
述

が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
行
っ
た
場
合
、
円
滑
な
学
校

復
帰
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
学
習
活

動
、
か
つ
当
該
児
童
生
徒
の
自
立
を

助
け
る
上
で
有
効
、
適
切
で
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
指
導
要
録
上
、
出

席
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示

さ
れ
て
お
り
、
一
定
程
度
の
時
間
数

を
行
う
こ
と
で
出
席
扱
い
と
し
て
い

る
。

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

渡
わたなべ

辺 穣
じょうじ

爾議員

門
かどわき

脇 一
かず

男
お
議員

■
防
災
安
全
監　
朱
色
は
お
お
む
ね

３
㍍
か
ら
５
㍍
未
満
の
浸
水
が
想
定

さ
れ
、
斜
め
の
紫
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ

は
家
屋
が
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
を
表
し
て
い
る
。

■
議
員　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
球

場
周
辺
は
ど
の
よ
う
な
地
域
だ
と
考

え
ら
れ
る
か
。

■
防
災
安
全
監　
市
民
球
場
周
辺
は

日
野
川
の
浸
水
想
定
範
囲
に
含
ま
れ
、

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
浸
水
や
家

屋
の
倒
壊
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
地

域
だ
と
言
え
る
。

■
議
員　
市
民
球
場
周
辺
は
、
洪
水

の
被
害
に
遭
う
可
能
性
の
あ
る
危
険

な
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
の
地
で
浸
水
対
策
を
施
し
て
大
規

模
改
修
に
向
か
う
の
か
、
米
子
市
内

に
新
た
な
適
地
を
探
し
て
移
転
す
る

の
か
、
市
民
球
場
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
考
え
る
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
、

市
民
球
場
は
整
備
後
35
年
が
経
過
す

る
令
和
７
年
度
以
降
を
め
ど
に
現
地

に
て
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
大
規
模
改
修
に
か
か
る

コ
ス
ト
な
ど
を
見
定
め
、
仮
に
新
た

に
造
っ
た
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
と
か
、

浸
水
対
策
な
ど
も
含
め
た
諸
条
件
に

よ
り
移
転
し
た
ほ
う
が
よ
い
状
況
で

あ
れ
ば
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

交
通
弱
者（
移
動
困
難
者
）対
策

に
つ
い
て

■
議
員　
歩
行
も
難
し
く
、
日
常
的

な
移
動
に
も
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て

い
る
方
の
地
区
ご
と
の
実
態
把
握
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
在
把
握
し
て

い
る
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
ニ
ー
ズ
調
査
で
、

中
学
校
区
域
に
分
け
て
集
計
・
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア

会
議
に
お
い
て
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
公
共
交
通
の
充
実
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
地
区
が
あ
る

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

■
議
員　
地
域
公
共
交
通
計
画
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
福

祉
事
業
者
等
も
含
め
た
移
動
手
段
を

検
討
さ
れ
る
の
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

福
祉
事
業
者
等
の
関
係
者
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
様
々
な
移
動
支
援

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も

公
共
交
通
が
回
復
す
る
か
不
透
明
で

あ
り
、
現
状
を
捉
え
今
後
ど
う
さ
れ

て
い
く
の
か
伺
う
。

■
市
長　
引
き
続
き
公
共
交
通
を
利

用
す
る
機
会
、
い
ろ
い
ろ
な
動
機
づ

け
を
市
民
の
皆
様
に
も
共
有
し
て
、

維
持
を
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。

東
山
運
動
公
園
の
在
り
方
に
つ

い
て

■
議
員　
整
備
後
32
年
が
経
過
す
る

米
子
市
民
球
場
の
今
後
の
在
り
方
や

整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。
市
民
球

場
を
使
用
す
る
上
で
利
用
者
か
ら
ど

の
よ
う
な
要
望
や
意
見
を
聞
い
て
い

る
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
大
会
時
の
省
力

化
の
た
め
に
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
全

て
の
表
示
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
電
光
掲
示
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
を
受
け
て

い
る
。

■
議
員　
ど
う
対
処
す
る
考
え
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
個
別
施
設
計
画

に
お
い
て
、
市
民
球
場
の
大
規
模
改

修
の
中
で
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
電
光
掲

示
と
す
る
方
針
で
あ
り
、
適
切
な
時

期
に
整
備
を
し
た
い
。

■
議
員　
本
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
市
民
球
場
周
辺
は

朱
色
の
表
記
と
斜
め
の
紫
色
の
ス
ト

ラ
イ
プ
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
何
を
表
す
も
の
か
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て

■
議
員　
こ
の
事
業
は
米
子
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
委
託
を
受
け
て
い
る

が
、
利
用
待
機
者
が
生
ま
れ
て
い
る

原
因
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
必
要
な
専
門
相

談
員
が
配
置
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

主
な
原
因
と
伺
っ
て
い
る
。

■
議
員　
社
協
は
自
己
財
源
で
事
業

費
を
補
填
し
て
い
る
と
聞
く
が
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
令
和
３
年
度
５

０
０
万
円
が
不
足
す
る
見
込
み
で
社

協
が
自
己
財
源
で
補
填
し
て
い
る
。

■
議
員　
全
国
的
に
社
協
が
負
担
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
く
が
、
国
・

県
へ
の
増
額
要
望
、
ま
た
は
市
の
補

助
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
非
常
に
重
要
な

事
業
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
当
該
事

業
者
の
実
態
を
把
握
し
、
社
協
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
市
の
介
護
の
在
り

方
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

森
もりたに

谷　司
つかさ

議員

尾
お

沢
ざわ

 三
みつ

夫
お
議員

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）

鳥
大
病
院
と
の
連
携
に
つ
い
て

■
議
員　
鳥
大
病
院
は
、
命
や
健
康

だ
け
で
な
く
基
幹
産
業
と
し
て
、
こ

の
地
を
守
り
支
え
て
い
る
。
今
後
、

さ
ら
に
飛
躍
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
鳥
大
病
院
の
重
要
性
は
、

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
連
携
協

力
を
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

先
日
、
原
田
病
院
長
の

「
地
域
と
共
に
つ
く
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
病
院
」
と
題
し
た
御
講
演
の
中

で
、
10
年
後
を
目
指
し
進
め
て
い
る

新
病
院
建
設
を
地
域
の
核
と
し
た
い

と
の
確
た
る
お
話
し
に
、
大
変
感
動

し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
米
子
の
価

値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
市
は
そ

の
再
開
発
計
画
に
積
極
的
に
関
わ
る

べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
所
見
を
伺

う
。

■
市
長　
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
、

病
院
側
の
御
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

か
ら
、
本
市
と
し
て
全
面
的
に
協
力

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
議
員　
米
子
市
の
30
年
後
、
50
年

後
の
将
来
を
思
う
と
き
、
本
当
に
今

し
か
な
い
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

市
長
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
先
頭
に
立
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お
け
る
原

発
の
役
割
に
つ
い
て

■
議
員　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し

い
我
が
国
に
お
い
て
、
電
力
の
安
定

供
給
の
確
保
は
国
民
生
活
、
企
業
活

動
に
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
化
石
燃
料
液
化
天
然
ガ
ス
の

利
用
は
、
非
常
に
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
地
球
温
暖
化
に
向
け
て
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
、
コ
ス
ト
の
増

大
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
は
国
際
紛
争
に
な
る
ほ
ど

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
原
発

の
再
稼
働
を
視
野
に
入
れ
て
、
国
の

進
め
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

へ
の
取
組
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
島
根
原
発
の
再
稼
働
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
局
面

に
お
い
て
説
明
を
受
け
、
議
員
の
皆

様
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
か
ら
御
意

見
を
聞
き
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん

で
き
た
。
私
と
し
て
は
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
意
思
決
定
を
考
え
て
い
る
。

庭
と
同
様
の
養
育
環
境
で
養
育
さ
れ

る
よ
う
児
童
相
談
所
等
が
里
親
へ
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
米
子
市
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
必
要
性
を
理
解
す
る
が
、
子
ど

も
の
問
題
解
決
の
た
め
に
も
、
保
護

者
自
身
の
悩
み
を
オ
ー
プ
ン
に
相
談

で
き
る
環
境
、
親
の
居
場
所
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
市
内
５
か
所
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
親
子
の
交

流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
子
育
て

の
不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。
地

域
で
は
子
ど
も
食
堂
が
子
育
て
応
援

団
と
し
て
活
動
さ
れ
、
今
後
子
ど
も

食
堂
の
立
ち
上
げ
に
も
支
援
を
行
い

た
い
。

有
識
者
会
議
の
設
置
に
つ
い
て

■
議
員　
昨
年
11
月
に
政
府
は
「
こ

ど
も
家
庭
庁
」
創
設
に
向
け
、
有
識

者
会
議
報
告
書
を
公
開
し
た
。
政
策

の
柱
と
し
て
家
庭
教
育
支
援
を
挙
げ

て
い
る
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た

め
に
政
策
を
提
言
す
る
本
市
の
有
識

者
会
議
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
教
育
、
福
祉
、

医
療
、
警
察
な
ど
を
構
成
機
関
と
し

て
情
報
を
共
有
し
、
連
携
と
協
力
に

よ
り
適
切
な
支
援
を
行
う
「
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
が
あ
る
。

こ
ど
も
総
本
部
の
課
題
に
つ
い
て

■
議
員　
ひ
と
り
親
世
帯
の
中
で
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
加
入
数
を
問

う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
令
和
２
年
度
、

本
市
の
ひ
と
り
親
世
帯
は
１
８
３
７

世
帯
で
、
加
入
数
は
18
名
で
あ
る
。

■
議
員　
虐
待
や
経
済
的
な
理
由
で

実
の
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
を

一
般
家
庭
に
迎
え
養
育
す
る
里
親
制

度
の
本
市
の
現
状
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
令
和
２
年
度

の
里
親
登
録
数
は
30
世
帯
、
委
託
児

童
数
が
15
人
で
あ
り
、
受
入
れ
環
境

は
十
分
対
応
で
き
て
い
る
。

■
議
員　
前
衆
議
院
議
員
の
塩
崎
恭

久
氏
が
厚
生
労
働
大
臣
の
と
き
に
改

正
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
の
「
家
庭
養

育
優
先
原
則
」
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
平
成
28
年
改

正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
明
記
さ
れ
、

家
庭
に
お
け
る
養
育
が
困
難
ま
た
は

適
当
で
な
い
場
合
に
は
、
児
童
が
家

関 連 質 問  （蒼
そう

生
せい

会
かい

）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
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見
書

審
議
結
果

矢
や

田
た

貝
がい

香
か

織
おり
議員

代 表 質 問  （公明党議員団）

小
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

■
議
員　
厚
生
労
働
省
の
予
防
接
種
・

ワ
ク
チ
ン
分
科
会
で
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
努
力
義
務
規
定
に
つ
い

て
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
子
ど
も
は
現

時
点
で
は
適
用
外
と
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
広
報
し
、
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

■
市
長　
予
防
接
種
法
上
の
接
種
勧

奨
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
子
ど

も
と
保
護
者
が
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
、
保
護
者
の
同
意
の
下
、
安
心
し

て
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
接
種
券
の
送
付
の
際
に
は
、

接
種
の
検
討
が
で
き
る
よ
う
、
厚
労

省
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
作
成
の
小
児
ワ
ク
チ
ン

の
説
明
書
を
同
封
す
る
。
今
後
も
、

国
か
ら
小
児
接
種
に
関
す
る
新
た
な

知
見
や
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
場
合
に

は
、
積
極
的
に
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使

っ
て
周
知
・
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

地
域
で
取
り
組
む
防
災
教
育
・

避
難
訓
練
に
つ
い
て

■
議
員　
地
域
と
学
校
、
教
育
・
福

祉
関
係
の
施
設
や
企
業
な
ど
が
一
緒

に
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
実
効

性
の
高
い
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
自
宅
か
ら
避
難
グ
ッ
ズ
を
持

っ
て
、
避
難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
、

避
難
所
ま
で
移
動
し
て
み
る
体
験
、

ま
た
避
難
所
で
の
非
常
食
や
宿
泊
体

験
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

活
動
と
し
て
、
防
災
教
育
、
避
難
訓

練
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
だ
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
防
災
力
向
上
の
観
点
か
ら

は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
団
体
が
参
加
し
て

災
害
を
想
定
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

は
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
対
応
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
活
動
に
お
い
て
、
防
災

活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
際
に
は
、
し

っ
か
り
と
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

■
教
育
長　
様
々
な
リ
ス
ク
を
想
定

し
た
防
災
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
び
淀
江

中
学
校
区
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
伴
い
、
地
域
防

災
と
の
連
携
を
計
画
し
て
い
る
。
今

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て

■
議
員　
今
年
度
、
淀
江
中
学
校
区

と
尚
徳
中
学
校
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
体
制
が
整
っ
た
が
、
各

モ
デ
ル
校
の
学
校
運
営
協
議
会
の
現

状
と
地
域
推
進
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
と
学
校
の
協
働
活
動
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長　
尚
徳
中
学
校
区
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
に
、
淀
江
中
学

校
区
で
は
小
中
合
わ
せ
て
一
つ
の
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
。
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
、
各
地
区

か
ら
の
推
薦
を
基
に
、
各
校
１
名
ず

つ
配
置
を
し
た
。
ま
た
、
地
域
学
校

協
働
活
動
の
内
容
は
、
各
学
校
と
地

域
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
明

確
に
し
た
上
で
、
教
育
課
程
と
の
関

連
に
つ
い
て
見
直
し
や
新
た
な
取
組

の
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
令
和
４
年
度
に
は
東
山
中

学
校
区
と
弓
ヶ
浜
中
学
校
区
の
各
学

校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
準

備
会
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
以
降

は
、
学
校
運
営
協
議
会
未
設
置
の
全

て
の
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
準
備
会
を
設
置
し
、
準
備
が
整

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

後
、
こ
う
い
っ
た
取
組
の
成
果
を
他

の
校
区
へ
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

■
議
員　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
は
、
社
会
の
理
解
と
家
族
に
目
を

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
地
域
包
括
支
援
体
制
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
ど
の
よ
う

に
関
連
づ
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

■
市
長　
ま
ず
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
存
在
に
気
づ
く
意
識
啓
発
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
小
中
学
校
の
校

長
会
や
高
等
学
校
を
訪
問
し
て
、
周

知
・
啓
発
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

を
さ
ら
に
強
化
し
、
家
庭
内
の
複
合

的
な
課
題
に
対
し
て
重
層
的
支
援
体

制
の
中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

■
議
員　
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
伴
い
取
組
を
始
め
る
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
伺
う
。

■
市
長　
本
市
に
お
け
る
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
は
、
各
支
援
関
係

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
分
野
を

問
わ
ず
相
談
を
受
け
止
め
る
「
断
ら
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中
で
、
そ
し
て
来
年
度
か
ら
始
め
る

公
共
交
通
計
画
の
策
定
の
中
で
議
論

し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
本
市
が
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
車
椅
子
の
利
用
者
、
外
か
ら
は

分
か
ら
な
い
病
気
が
あ
る
方
々
も
、

安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
と

な
る
た
め
に
、
観
光
の
視
点
か
ら
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
観
光
庁
が
示
す

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え

方
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
」
は
非
常
に
大
切
で
あ

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
も
考
え
ら
れ
る

が
、
鳥
取
県
が
作
成
予
定
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
活
用
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

■
議
員　
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
に
取
り
組

ま
れ
る
市
長
に
は
、
鳥
取
県
、
ま
た

圏
域
の
取
組
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ

き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
角
度
か
ら
も
推

進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し

た
い
。

た
だ
き
た
い
。

■
議
員　
本
市
が
民
間
事
業
者
に
よ

る
生
活
支
援
の
現
状
を
把
握
し
、
ニ

ー
ズ
把
握
と
生
活
支
援
物
資
の
在
宅

療
養
者
へ
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
手

挙
げ
方
式
で
は
な
く
プ
ッ
シ
ュ
型
と

し
、
今
以
上
に
県
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
在
宅
療
養
者
の

支
援
の
み
な
ら
ず
、
適
宜
、
職
員
の

派
遣
を
含
め
て
、
県
の
保
健
所
と
も

し
っ
か
り
連
携
を
密
に
取
り
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
県
と
の
強
固
な
関

係
に
よ
り
、
必
要
な
方
へ
の
支
援
が

漏
れ
な
く
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

■
議
員　
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
圏
域
に

よ
り
公
共
交
通
の
実
情
が
違
う
こ
と

を
踏
ま
え
た
移
動
手
段
の
確
保
、
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
建
設
的
で

具
体
的
な
協
議
を
行
う
べ
き
だ
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進

は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

米
子
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協

議
会
の
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が

い
か
が
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
現
在
は
65
歳
以

上
と
、
18
～
64
歳
と
い
う
区
分
で
公

表
し
て
い
る
が
、
今
後
は
国
と
同
様

の
年
代
別
の
接
種
率
で
の
公
表
に
向

け
準
備
を
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の

在
宅
療
養
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

■
議
員　
本
年
１
月
25
日
に
鳥
取
県

と
市
町
村
で
締
結
し
た
「
在
宅
療
養

に
係
る
連
携
の
覚
書
」
で
は
、
市
町

村
の
役
割
は
市
町
村
保
健
師
等
に
よ

る
健
康
観
察
と
食
料
品
、
生
活
必
需

品
の
配
付
と
な
っ
て
い
る
が
、
食
料

品
等
の
配
付
支
援
が
必
要
な
在
宅
療

養
者
の
把
握
と
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
支
援
者
が
い
な

い
た
め
、
配
付
を
希
望
さ
れ
る
人
が

直
接
保
健
所
へ
連
絡
す
る
方
法
で
行

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
で

の
食
料
品
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
本

市
か
ら
派
遣
し
た
職
員
が
保
健
所
の

指
示
に
よ
り
食
料
品
等
を
配
付
し
て

い
る
。

■
議
員　
必
要
な
方
に
支
援
が
届
い

て
い
る
の
か
。
も
し
必
要
な
方
に
届

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

県
・
市
の
ど
ち
ら
が
で
は
な
く
、
本

市
が
積
極
的
に
そ
れ
を
改
善
し
て
い

な
い
相
談
支
援
」
に
全
市
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
伴
走
型
支
援
を
実
施
す

る
た
め
に
、
多
機
関
の
協
働
に
よ
る

支
援
、
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
、

ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
、
支
援
が
届

い
て
い
な
い
方
へ
の
働
き
か
け
、
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
支
援
を
一
体

的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
核
機
関
と
し
て
、
既
存
の
ふ
れ
あ

い
の
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

直
営
化
し
て
統
合
し
た
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

計
画
を
策
定
し
、
地
域
福
祉
計
画
推

進
委
員
会
に
お
い
て
事
業
の
評
価
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
根
幹

は
相
談
の
受
け
止
め
と
多
機
関
の
協

働
で
あ
り
、
官
民
を
問
わ
ず
、
課
題

を
抱
え
た
方
に
関
わ
る
職
員
全
体
が

一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

推
進
に
つ
い
て

■
議
員　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
績
を

年
代
別
に
公
表
す
る
こ
と
は
、
そ
の

世
代
の
方
に
と
っ
て
は
接
種
判
断
の

参
考
に
な
り
、
行
政
側
に
は
接
種
推

進
の
取
組
に
も
通
じ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
国
に
合
わ
せ
た
年
齢
別
実
績

代 表 質 問  （公明党議員団）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

今
いましろ

城 雅
まさ

子
こ
議員

関 連 質 問  （公明党議員団）

前
まえはら

原　茂
しげる

議員

地
区
防
災
計
画
作
成
の
支
援
に

つ
い
て

■
議
員　
災
害
時
に
災
害
弱
者
を
ど

う
守
る
の
か
、
自
治
体
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
今
後
、
避
難
行
動
要
支

援
者
へ
の
対
策
の
取
組
と
、
地
区
防

災
計
画
の
策
定
を
ど
う
加
速
化
さ
せ

る
の
か
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
避
難
行
動
要
支
援

者
の
対
応
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
引

き
続
き
防
災
活
動
へ
の
指
導
、
助
言

等
を
通
じ
て
地
域
で
の
防
災
意
識
の

向
上
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
の

進
展
を
図
り
、
地
区
防
災
計
画
策
定

の
機
運
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
作
成
が
、
自
治
体
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
防
災
を
進
め
る
た
め
、
避
難

行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の

作
成
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
個
別
避
難
計
画
の

作
成
状
況
は
、
本
年
度
の
モ
デ
ル
地

工
業
用
地
に
つ
い
て

■
議
員　
和
田
浜
工
業
団
地
内
に
建

設
中
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ
い

て
、
市
に
届
い
て
い
る
苦
情
件
数
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

■
経
済
部
長　
試
運
転
が
行
わ
れ
た

本
年
２
月
に
、
騒
音
や
夜
間
照
明
、

木
く
ず
の
飛
散
な
ど
に
関
す
る
10
件

程
度
の
苦
情
が
あ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
で
き
な
か
っ
た
点

を
深
く
反
省
し
て
い
る
。

■
議
員　
苦
情
の
中
に
は
低
周
波
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
住
民
説
明

会
で
は
、
低
周
波
の
説
明
は
な
か
っ

た
と
思
う
が
い
か
が
か
。

■
経
済
部
長　
事
業
者
の
環
境
影
響

評
価
報
告
書
に
は
、
著
し
い
低
周
波

音
が
生
じ
る
施
設
の
設
置
は
な
い
と

記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
住
民
説
明

会
で
は
説
明
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
事

業
者
に
お
い
て
、
改
め
て
周
波
数
に

関
す
る
調
査
を
行
い
、
対
策
に
つ
い

て
の
検
討
を
す
る
旨
伺
っ
て
い
る
。

区
を
設
定
し
、
作
成
支
援
の
希
望
者

に
は
随
時
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と

連
携
し
て
、
作
成
支
援
に
当
た
っ
て

い
る
。
多
く
の
方
が
内
容
を
理
解
し
、

地
域
防
災
の
取
組
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
地
域
で
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

支
援
や
避
難
行
動
に
移
せ
る
よ
う
な

地
区
防
災
計
画
、
個
別
避
難
計
画
と

な
る
よ
う
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

■
議
員　
昨
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
移

動
が
困
難
な
妊
産
婦
の
支
援
と
、
公

共
交
通
施
策
、
経
済
対
策
と
し
て
、

子
育
て
応
援
タ
ク
シ
ー
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。
現
在
、
依
然
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が

収
ま
っ
て
い
な
い
中
、
安
心
し
て
出

産
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
事
業
を
使

い
勝
手
の
い
い
事
業
と
し
て
継
続
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
こ
の
事
業
は
２
月
末
で
終

了
し
て
い
る
が
、
役
に
立
っ
た
と
い

う
御
意
見
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
使
い
勝
手
の
い
い
形
で
の
継
続
を

検
討
し
た
い
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
交
通
政
策
、

子
育
て
支
援
、
経
済
支
援
と
し
て
、

喜
ば
れ
る
事
業
の
実
施
を
要
望
す
る
。

■
議
員　
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
「
低
周
波
の
抑
制
等
の
現
実
的

な
実
行
措
置
を
講
じ
ま
す
」
と
あ
る
。

担
当
部
局
は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
。

■
経
済
部
長　
議
員
の
指
摘
が
あ
り
、

事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

た
。
認
識
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
反

省
を
し
て
い
る
。

■
議
員　
長
時
間
低
周
波
に
さ
ら
さ

れ
る
と
頭
痛
、
不
眠
、
動
悸
、
耳
鳴

り
等
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

防
音
壁
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

■
経
済
部
長　
苦
情
等
を
鑑
み
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
事
業
者
と

の
協
議
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

■
議
員　
こ
の
た
び
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
お
け
る
地
域
で
発
生
し
た
問

題
や
苦
情
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

■
市
長　
今
後
は
、
事
業
者
や
地
域

協
議
会
、
市
の
関
係
部
署
と
連
携
を

し
な
が
ら
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
に
不
備

が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
率
直
に
お

わ
び
を
申
し
上
げ
、
引
き
続
き
地
元

住
民
の
皆
様
の
声
に
寄
り
添
い
な
が

ら
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
ヌ
カ
カ
対
策
に
つ
い
て

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

関 連 質 問  （公明党議員団）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

安
やす

田
だ

　篤
あつし

議員

土
ど

光
こう

　均
ひとし

議員

関 連 質 問  （公明党議員団）

ス
マ
ー
ト
窓
口
に
つ
い
て

■
議
員　
死
亡
に
係
る
手
続
は
、
各

課
を
順
番
に
回
り
な
が
ら
申
請
を
す

る
の
が
今
の
本
市
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
が
、
ス
マ
ー
ト
窓
口
に
お
け
る

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
１

か
所
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
死
亡
し
た
際
の
諸
手
続
は
、

令
和
４
年
10
月
の
ス
マ
ー
ト
窓
口
の

二
次
稼
働
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
な
ど
を

一
括
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る

が
、
そ
の
他
の
手
続
も
含
め
、
死
亡

に
係
る
手
続
を
１
か
所
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ

ー
」
を
令
和
４
年
度
中
に
新
た
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
４

月
に
新
設
す
る
市
民
二
課
を
中
心
と

し
て
、
運
用
の
詳
細
を
詰
め
て
い
く

予
定
と
し
て
い
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
推
進

に
つ
い
て

安
全
協
定
の
立
地
自
治
体
並
み

改
定
の
要
請
に
対
し
て
の
中
国

電
力
の
回
答
案
に
つ
い
て

■
議
員　
こ
れ
ま
で
事
前
了
解
権
に

つ
い
て
、
覚
書
等
の
文
書
に
よ
り
実

質
的
な
事
前
了
解
権
は
あ
る
と
し
て

い
た
。
し
か
し
、
文
言
上
の
差
異
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
解
消
す
べ
き
と

い
う
こ
と
で
改
定
要
求
を
し
て
き
た

が
、
今
回
の
改
定
案
で
、
そ
れ
が
満

た
さ
れ
た
と
い
う
認
識
か
。

■
市
長　
一
定
の
改
定
が
な
さ
れ
て

お
り
、
市
の
要
求
は
満
た
さ
れ
た
と

考
え
る
。

■
議
員　
現
行
の
協
定
で
も
事
前
に

報
告
を
受
け
る
、
意
見
を
述
べ
る
、

誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
、
と
い
う

こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

市
も
そ
う
い
う
認
識
か
。

■
防
災
安
全
監　
そ
の
認
識
で
あ
る
。

■
議
員　
事
前
了
解
権
に
つ
い
て
、

実
質
的
に
担
保
さ
れ
て
い
る
が
立
地

自
治
体
の
も
の
と
表
現
上
の
違
い
が

あ
る
、
だ
か
ら
、
合
わ
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
求
を
し
て
き
た
。
こ
の
こ

■
議
員　
本
市
で
実
施
し
て
い
る
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の
啓
発
普
及

に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
献
血
実
施
時
に

献
血
と
併
せ
て
登
録
受
付
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
、
新
規
で
献
血
に
来

ら
れ
た
方
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
の
声
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
員　
本
市
で
も
ド
ナ
ー
休
暇
制

度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

を
伺
う
。

■
総
務
部
長　
骨
髄
液
提
供
希
望
者

と
し
て
の
登
録
の
申
出
ま
た
は
骨
髄

移
植
の
た
め
の
骨
髄
も
し
く
は
末
梢

血
管
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢
血
管

細
胞
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
登
録
の
申
出
及
び
提
供
に
伴
う

検
査
、
入
院
等
の
た
め
、
必
要
と
認

め
ら
れ
る
期
間
の
有
給
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
本
市
で
も
骨
髄
提
供
す
る

際
の
休
業
助
成
制
度
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
ド
ナ
ー
の
勤
務

先
に
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
が
な
い
場
合

に
、
休
業
補
償
に
当
た
る
休
業
助
成

金
を
交
付
す
る
こ
と
は
、
ド
ナ
ー
の

心
理
的
な
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、

骨
髄
提
供
の
機
会
を
確
保
す
る
一
助

と
な
る
。
こ
の
助
成
制
度
は
、
鳥
取

県
が
既
に
実
施
し
て
お
り
、
本
市
で

の
実
施
は
研
究
を
し
て
み
た
い
。

と
に
間
違
い
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
間
違
い
な
い
。

■
議
員　
中
国
電
力
の
今
回
の
改
定

案
で
表
現
上
の
違
い
は
埋
ま
っ
た
か
。

■
副
市
長　
表
現
上
の
違
い
は
残
っ

て
い
る
が
、
同
様
の
取
扱
い
が
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　
こ
れ
ま
で
に
文
言
の
違
い

が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
を
合
わ
せ
る
と

い
う
要
請
に
関
し
て
は
、
今
回
の
改

定
案
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

改
定
案
が
「
ほ
ぼ
満
額
」
と
は
到
底

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
今
回
の
改
定
で
で
き
る
だ

け
立
地
自
治
体
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、

あ
る
い
は
明
確
に
な
る
よ
う
に
ず
っ

と
協
議
を
し
て
き
た
。
や
は
り
一
言

一
句
同
じ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い

か
な
か
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
改

定
の
目
的
は
一
定
程
度
明
確
に
す
る

こ
と
と
、
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
十
分
か
ど
う
か
、
そ
う
い
っ
た
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
「
ほ
ぼ
満
額
」

の
回
答
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

安
全
協
定
に
基
づ
い
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て

■
議
員　
中
国
電
力
は
か
つ
て
「
事

前
了
解
権
は
立
地
固
有
の
も
の
。
周

辺
に
拡
大
す
る
こ
と
は
あ
る
べ
き
姿

で
は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
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■
議
員　
本
庁
舎
は
、
島
根
原
発
か

ら
32
キ
ロ
の
距
離
で
あ
る
。
原
発
事

故
時
、
市
役
所
は
通
常
ど
お
り
の
役

割
が
果
た
せ
る
と
の
想
定
か
。

■
市
長　
原
発
か
ら
半
径
30
キ
ロ
ま

で
の
区
域
が
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
で
あ
る
が
、
本
庁
舎
は
範
囲
外

で
あ
り
、
原
子
力
災
害
時
に
も
機
能

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
屋
内
退
避
計
画
に
関
し
て

市
が
市
民
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
は

ど
う
い
っ
た
事
柄
か
。
そ
し
て
、
市

民
は
屋
内
退
避
に
関
し
て
、
そ
の
説
、

明
を
理
解
し
、
準
備
が
で
き
て
い
る

と
い
う
認
識
か
。

■
市
長　
屋
内
退
避
を
始
め
る
タ
イ

ミ
ン
グ
や
方
法
、
ま
た
注
意
点
や
有

効
性
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。
市
民

に
は
一
定
の
理
解
と
準
備
が
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
計
画
に
、
食
料
・
飲
料
水

な
ど
の
配
布
方
法
、
医
療
や
要
支
援

者
に
対
す
る
支
援
体
制
に
関
す
る
具

体
的
な
記
載
が
あ
る
か
。

■
防
災
安
全
監　
記
載
は
な
い
。

■
議
員　
具
体
的
な
事
柄
の
記
載
が

な
い
。
こ
れ
で
は
計
画
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。

■
副
市
長　
ま
だ
不
十
分
で
な
お
深

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
指
摘
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
部

分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
様
々

稼
働
に
つ
い
て
は
国
が
責
任
を
持
っ

て
判
断
す
べ
き
も
の
と
の
こ
と
だ
が

原
発
を
稼
働
す
る
最
終
的
な
決
定
は

誰
が
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

■
市
長　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

お
い
て
、
原
発
に
つ
い
て
は
規
制
基

準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
、
再
稼
働

を
進
め
る
と
の
国
の
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
策

で
あ
り
、
原
発
の
稼
働
に
つ
い
て
も

こ
の
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

■
議
員　
島
根
原
発
２
号
機
を
稼
働

す
る
こ
と
を
最
終
的
に
決
定
す
る
の

は
誰
か
。

■
防
災
安
全
監　
事
業
者
で
あ
る
。

■
議
員　
規
制
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

段
階
で
、
事
業
者
に
、
稼
働
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
稼
働
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
何
か
法
的
な
制
限
が
あ

る
の
か
。

■
副
市
長　
な
い
。

■
議
員　
よ
く
国
策
だ
と
言
わ
れ
る

が
、
最
終
的
に
稼
働
す
る
か
し
な
い

か
、
こ
れ
は
中
国
電
力
が
決
め
る
。

こ
の
こ
と
を
、
私
た
ち
は
認
識
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

避
難
計
画
に
つ
い
て

念
が
あ
る
。
理
由
を
聞
か
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
市
民
に
対
し
て
説
明
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
か

ら
で
も
中
国
電
力
に
対
し
て
文
書
で

理
由
の
回
答
を
求
め
、
市
民
に
説
明

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
副
市
長　
私
自
身
は
、
必
要
な
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
御
意

見
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
中
国
電

力
に
伝
え
た
い
。

■
議
員　
中
国
電
力
が
実
質
的
に
は

事
前
了
解
権
を
認
め
て
い
る
の
に
文

言
上
な
ぜ
書
け
な
い
か
、
県
も
聞
い

て
な
い
。
「
中
国
電
力
の
真
意
は
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
知
事
は
発
言
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
実
質

的
に
は
事
前
了
解
権
が
担
保
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
何
の
疑
問
も
な
し
に
受
け
入
れ

る
こ
と
は
で
き
づ
ら
い
。

■
議
員　
今
回
、
中
国
電
力
に
稼
働

に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
に
当
た
っ

て
、
２
号
機
で
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発

電
実
施
は
念
頭
に
な
い
と
い
う
認
識

で
間
違
い
な
い
か
。

■
市
長　
本
市
は
中
国
電
力
か
ら
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
と
の
話
は
聞

い
て
な
い
。
ま
た
、
今
回
述
べ
る
意

見
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
使
用
を
想
定

し
た
も
の
で
は
な
い
。

■
議
員　
住
民
投
票
条
例
案
へ
の
市

長
の
意
見
書
で
、
再
稼
働
及
び
新
規

中
国
電
力
は
現
時
点
で
も
こ
の
見
解

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
認
識
か
。

■
副
市
長　
中
国
電
力
か
ら
は
発
言

に
つ
い
て
説
明
が
足
り
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
発
言
の
真
意
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
立
地
と
そ
の
周
辺
等
に
安
全
と
い

う
面
で
の
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

■
議
員　
そ
れ
は
補
足
説
明
を
し
た

だ
け
で
あ
る
。
中
国
電
力
は
こ
の
見

解
そ
の
も
の
は
変
更
も
撤
回
も
し
て

い
な
い
。
市
も
そ
う
い
う
認
識
か
。

■
副
市
長　
発
言
も
撤
回
も
し
て
い

な
い
と
い
う
の
は
、
事
実
と
し
て
は

そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
議
員　
市
の
見
解
に
よ
る
と
、
中

国
電
力
は
米
子
市
に
実
質
的
に
は
事

前
了
解
権
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

安
全
協
定
の
文
言
で
そ
れ
が
な
ぜ
書

け
な
い
の
か
と
い
う
の
が
一
番
の
疑

問
で
あ
る
。
こ
の
理
由
を
中
国
電
力

に
聞
い
た
の
か
。

■
防
災
安
全
監　
聞
い
て
い
な
い
。

■
議
員　
な
ぜ
聞
か
な
い
の
か
。

■
防
災
安
全
監　
安
全
確
保
に
お
い

て
は
、
運
用
上
の
支
障
は
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
聞
か
な
か
っ
た
。

■
議
員　
い
ざ
と
い
う
と
き
中
国
電

力
は
米
子
市
に
対
し
て
事
前
了
解
権

が
あ
る
と
い
う
対
応
を
し
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
疑
問
、
疑
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い
る
と
の
認
識
か
。

■
市
長　
原
子
力
災
害
に
限
ら
ず
自

然
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
３
日
間

か
ら
１
週
間
分
の
食
料
等
の
備
蓄
を

お
願
い
し
て
い
る
。
近
年
、
災
害
へ

の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
一

定
の
周
知
は
図
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

■
議
員　
屋
内
退
避
が
３
日
を
超
え

る
場
合
、
食
料
、
飲
料
水
を
個
別
に

配
付
す
る
体
制
は
あ
る
か
。

■
市
長　
自
衛
隊
な
ど
の
実
動
組
織

の
支
援
も
受
け
な
が
ら
対
応
す
る
。

■
議
員　
屋
内
退
避
中
は
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
服
用
が
必
要
に
な
る
事
態

は
な
い
と
の
想
定
か
。

■
市
長　
屋
内
退
避
中
の
服
用
は
想

定
し
て
い
な
い
。

■
議
員　
広
域
住
民
避
難
計
画
で
は

避
難
先
で
の
生
活
、
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
開
始
は
避
難
開
始
後
１
か
月
を
、

完
了
は
お
お
む
ね
６
か
月
以
内
を
め

ど
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
避
難
先

で
の
避
難
生
活
の
期
間
は
、
少
な
く

と
も
１
か
月
は
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

住
民
に
こ
の
こ
と
を
周
知
し
て
い
る

の
か
。

■
市
長　
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
を
し
て
い
る
。

な
訓
練
を
行
い
、
大
綱
的
な
取
り
扱

い
の
も
の
を
よ
り
実
効
性
を
高
め
る

観
点
で
深
め
、
文
書
化
で
き
る
も
の

は
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
屋
内
退
避
の
た
め
の
訓
練

は
や
っ
て
な
い
。
そ
も
そ
も
計
画
も

な
い
。
３
日
間
か
ら
数
日
間
の
屋
内

退
避
、
市
民
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
計

画
な
し
で
こ
れ
は
で
き
な
い
。
屋
内

退
避
が
成
立
し
な
い
と
段
階
的
避
難

も
あ
り
得
な
い
。
避
難
計
画
に
実
効

性
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
と
い
う
レ

ベ
ル
の
話
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
。

■
議
員　
屋
内
退
避
の
対
象
地
域
は

30
キ
ロ
圏
全
域
か
。

■
市
長　
風
速
、
風
向
き
な
ど
気
象

状
況
が
正
確
に
予
測
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
原
則
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
（
30
キ
ロ
圏

内
）
の
全
域
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
屋
内
退
避
を
す
る
期
間
は

ど
の
く
ら
い
と
想
定
し
て
い
る
か
。

■
市
長　
長
期
間
は
想
定
し
て
い
な

い
が
、
放
射
性
物
質
放
出
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
さ
ら
な
る
放
射
性
物
質
放
出

の
可
能
性
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
の
状
況

に
よ
る
た
め
、
一
概
に
は
答
え
ら
れ

な
い
。

■
議
員　
原
子
力
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
３
日
間
の
食
料
、
飲
料
水
の
備

蓄
を
要
請
し
て
い
る
。
達
成
さ
れ
て

代 表 質 問  （よなご・未来）

関 連 質 問  （よなご・未来）

矢
や

倉
くら

　強
つよし

議員

の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
将
来
像
を
ど

う
描
く
か
他
の
首
長
と
議
論
し
て
い

き
た
い
。

原
発
の
避
難
対
策

■
議
員　
原
発
は
、
テ
ロ
や
戦
略
的

目
標
に
な
り
う
る
施
設
で
あ
る
が
、

外
国
と
比
べ
て
も
警
備
が
手
薄
で
あ

り
、
占
拠
さ
れ
た
ら
大
き
な
危
険
を

伴
う
。
市
長
は
地
域
を
守
る
立
場
に

あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　
国
や
中
国
電
力
が
行
う
対

応
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
必
要
な

意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
こ
の
地
域
は
、
自
衛
隊
が

あ
り
、
我
が
国
の
防
衛
の
重
要
拠
点

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
子
ど
も
や
お

年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
も
お
ら

れ
る
た
め
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

た
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
米
子
市
内
に
は
自
衛
隊
が

存
在
し
、
地
元
と
し
て
協
力
し
て
い

き
た
い
。
一
方
で
、
安
全
面
で
の
配

慮
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
原
発
の
避
難
対
策
、
有
事

に
お
け
る
避
難
対
策
や
警
備
対
策
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　
避
難
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
必
要
な

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

将
来
都
市
像
に
つ
い
て

■
議
員　
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
、

日
本
海
側
で
屈
指
の
人
口
集
積
地
で

あ
る
。
国
際
空
港
や
重
要
港
湾
な
ど

の
多
く
の
施
設
を
併
設
し
て
お
り
、

西
日
本
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
地
理
的
条
件
も
兼
ね
備
え
て
い

る
。
こ
の
圏
域
が
一
体
と
な
っ
て
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
伺
う
。

■
市
長　
人
口
集
積
地
と
い
う
も
の

を
生
か
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
選
ば
れ
る
た
め
に
、
ハ
ー
ド
面
で

は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
ソ
フ
ト
面
で

は
人
々
が
切
磋
琢
磨
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
で
き
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
な
ま
ち
が
、
こ
の
地
域
が
目

指
す
べ
き
方
向
と
考
え
る
。

■
議
員　
圏
域
の
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
広
域
行
政
を
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
体
化
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　
圏
域
一
丸
と
な
っ
た
活
動
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

審
議
結
果

国
くにとう

頭　靖
やすし

議員

戸
と だ

田 隆
りゅうじ

次議員
【政

せいえいかい
英会】

関 連 質 問  （よなご・未来）

各 個 質 問

学
校
給
食
に
つ
い
て

■
議
員　
市
の
政
策
と
し
て
、
や
は

り
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
た
政
策

を
今
後
は
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
若
い
夫
婦
の

移
住
定
住
を
促
し
、
子
ど
も
の
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
に
は
、
子
ど
も

を
育
て
や
す
い
環
境
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
子

育
て
の
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
面
で

一
部
無
償
化
に
さ
れ
る
考
え
は
な
い

の
か
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
準
要
保

護
給
食
扶
助
費
と
し
て
７
割
補
助
を

行
い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
学

校
給
食
費
を
食
材
の
購
入
費
に
充
て

て
い
る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
の
一
部

を
無
償
化
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　
大
山
町
で
は
、
４
年
前
の

４
月
か
ら
半
額
助
成
さ
れ
、
去
年
の

４
月
か
ら
は
、
無
償
化
に
さ
れ
た
。

米
子
ゴ
ル
フ
場
土
地
の
利
活
用

に
つ
い
て

■
議
員　
米
子
ゴ
ル
フ
場
の
土
地
は

約
45
万
㎡
を
有
し
て
お
り
、
有
効

活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
市
役
所
・

市
民
体
育
館
・
市
民
球
場
・
プ
ー
ル

場
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共

施
設
を
移
設
集
積
し
、
都
市
機
能
を

再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

■
市
長　
米
子
ゴ
ル
フ
場
用
地
を
適

切
に
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

御
意
見
で
あ
る
が
、
庁
内
に
米
子
ゴ

ル
フ
場
用
地
の
利
活
用
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
し
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
公

共
施
設
の
集
積
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
排
除
し
な
い
で
検
討
し
た
い
。

■
議
員　
市
民
球
場
・
市
民
体
育
館
・

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
に
は
駐
車
場
が

狭
い
。
本
市
が
所
有
す
る
約
45
万
㎡

の
米
子
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
利
活
用
を

図
り
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

■
市
長　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

大
阪
市
は
令
和
２
年
、
３
年
を
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
無
償
化
し
、
４
年
も
、

コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
、

無
償
化
さ
れ
る
よ
う
だ
。
子
育
て
に

力
を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
費

が
一
番
分
か
り
や
す
く
効
果
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
給
食
費
の
助

成
に
つ
い
て
要
望
し
て
お
く
。

幼
児
・
児
童
の
見
守
り
に
つ
い
て

■
議
員　
近
年
の
幼
児
、
児
童
虐
待

の
通
告
件
数
や
認
定
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
本
市
に
お
け

る
児
童
虐
待
通
告
件
数
と
認
定
件
数

は
、
平
成
30
年
度
、
通
告
件
数
が
１

０
５
件
、
認
定
件
数
が
16
件
、
令
和

元
年
度
、
通
告
件
数
が
１
１
４
件
、

認
定
件
数
が
14
件
、
令
和
２
年
度
、

通
告
件
数
が
１
５
２
件
、
認
定
件
数

が
38
件
だ
っ
た
。

■
議
員　
通
告
内
容
や
認
定
さ
れ
た

案
件
等
の
情
報
提
供
は
あ
る
の
か
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
児
童
及
び
家

庭
へ
の
直
接
支
援
、
見
守
り
な
ど
役

割
と
し
て
必
要
な
場
合
は
、
積
極
的

に
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○�

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く

り

本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
案
件
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
部
局
横
断
の
組

織
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
お
り
、
市

民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
将
来
的

に
誇
れ
る
資
源
と
な
る
べ
く
活
用
策

を
多
角
的
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て

■
議
員　
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

こ
の
た
び
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ
コ
ロ
の
バ

ス
ル
ー
ト
が
変
更
と
な
っ
た
が
、
一

方
２
キ
ロ
隣
接
の
地
区
に
は
同
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ず
、
病
院
に
行
く
に
も

タ
ク
シ
ー
で
の
対
応
し
か
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
バ
ス
ル
ー
ト
を
再
考

さ
れ
弱
者
救
済
す
べ
き
で
あ
る
。

■
総
合
政
策
部
長　
バ
ス
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
多
角
的
に
協
議
し
て
お
り
、

公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て

新
年
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
来
年
度
か
ら
検
討
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
当
局
が
現
地
に
出
向

き
、
住
民
の
生
活
実
態
・
意
見
要
望

を
把
握
し
、
住
民
要
望
に
即
し
た
運

行
体
系
を
確
立
す
べ
き
と
考
え
る
。

■
総
合
政
策
部
長　
路
線
バ
ス
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
管
が
別
々
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
実
態
把
握
に
努
め
る
べ

く
各
公
民
館
・
自
治
会
に
出
向
き
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
い
。
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あ
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一
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決
議
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意
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書

審
議
結
果

岡
おか

田
だ

 啓
けい

介
すけ
議員

【政
せいえいかい
英会】

遠
えんどう

藤　通
とおる

議員
【一
いちいん
院クラブ】

各 個 質 問

各 個 質 問

サ
ウ
ナ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
本
市

の
取
組
に
つ
い
て

■
議
員　
県
は
、
と
と
の
う
と
っ
と

り
サ
ウ
ナ
旅
を
テ
ー
マ
と
し
た
鳥
取

サ
ウ
ナ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
県
の
予
算
措
置
を

受
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
本
市
の
予
算
措

置
は
な
い
が
、
皆
生
温
泉
旅
館
組
合

加
盟
施
設
へ
の
サ
ウ
ナ
施
設
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
月
に
行
っ
た
。

ま
た
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や
サ
ウ
ナ
事

業
者
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
サ
ウ
ナ
関
連
事
業
者
の
方

と
意
見
交
換
を
行
い
、
サ
ウ
ナ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
研
究
を
行
い
た
い
。

■
議
員　
事
業
者
さ
ん
か
ら
声
が
あ

れ
ば
動
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

も
っ
と
能
動
的
に
働
き
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
本
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

■
市
長　
今
ま
で
は
温
泉
に
力
を
い

れ
て
き
た
が
、
既
に
米
子
市
に
は
様�

々
な
施
設
、
民
間
の
施
設
の
中
に
あ

行
財
政
改
革
と
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
つ
い
て

■
議
員　
公
有
財
産
の
人
口
１
人
当

た
り
の
保
有
量
と
山
陰
両
県
の
他
市

と
の
比
較
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長　
人
口
１
人
当
た
り
の

公
共
建
築
物
保
有
量
は
３
・
84
㎡
で
、

山
陰
12
市
中
最
も
少
な
い
。

■
議
員　
類
似
団
体
の
３
・
98
㎡
と

比
較
し
て
も
、
公
共
建
築
物
を
減
ら

す
理
由
が
な
い
。
減
ら
す
こ
と
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

■
総
務
部
長　
い
た
ず
ら
に
減
ら
す

こ
と
あ
り
き
で
は
な
く
、
本
市
に
合

っ
た
適
正
な
施
設
配
置
を
基
本
と
し

た
い
。

■
議
員　
施
設
の
廃
止
予
定
の
検
討

状
況
に
、「
淀
江
ゆ
め
温
泉
」が
入
っ

て
い
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■
淀
江
支
所
長　
ゆ
め
温
泉
は
、
泉

源
が
民
間
、
建
物
が
公
の
施
設
で
、

将
来
的
に
は
民
間
へ
の
譲
渡
等
も
含

め
た
検
討
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

る
サ
ウ
ナ
が
、
非
常
に
優
れ
て
い
る

と
伺
っ
た
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
の

サ
ウ
ナ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

と
に
か
く
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
米
子
市
に
は
多
く
の
サ
ウ

ナ
の
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

公
共
工
事
に
つ
い
て

■
議
員　
公
共
工
事
に
お
け
る
資
材

高
騰
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
建
設
資
材
の
高
騰
が
続
い
て
お

り
、
建
設
業
界
が
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
単
品

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
は
、
対
象
品
目
を
問
わ
ず
、
イ

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
不
落
札
が
多
く
な
る
現
状

は
、
こ
の
資
材
の
高
騰
、
そ
し
て
そ

の
高
騰
に
対
す
る
当
局
の
対
応
不
足

が
あ
る
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
と
も
資
材

高
騰
に
対
し
て
弾
力
的
に
対
応
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
島
根
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て

○
組
織
体
制
と
人
事
制
度
に
つ
い
て

■
議
員　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
試
算
費
用
に
、
ゆ
め
温
泉
を
令

和
35
年
度
に
約
４
億
６
１
５
万
円
を

も
っ
て
改
修
す
る
と
あ
る
が
、
ど
う

い
う
意
味
か
。

■
淀
江
支
所
長　
廃
止
と
は
決
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
計
画
で
あ
る
。

■
議
員　
こ
の
施
設
は
、
行
政
が
税

金
を
か
け
て
や
る
よ
う
な
仕
事
で
は

な
い
。
早
急
に
廃
止
か
譲
渡
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

■
議
員　
「
明
道
公
民
館
」
の
改
築

計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
南
保
育

園
と
成
実
保
育
園
の
統
合
計
画
の
推

移
を
見
守
り
、
南
保
育
園
跡
地
を
念

頭
に
計
画
を
保
留
し
て
い
る
。

■
議
員　
成
実
保
育
園
と
南
保
育
園

の
統
合
は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

■
こ
ど
も
総
本
部
長　
場
所
、
時
期

と
も
に
統
合
先
、
相
手
先
で
あ
る
米

子
福
祉
会
と
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

■
議
員　
総
合
管
理
計
画
の
個
別
施

設
更
新
費
用
総
括
表
の
中
に
、
令
和

６
年
度
に
約
２
億
５
０
０
０
万
円
、

令
和
11
年
度
に
約
１
億
７
０
０
０
万

円
と
明
道
公
民
館
の
事
業
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
意
味
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
手
元
に

資
料
が
な
い
た
め
、
後
で
説
明
す
る
。

■
議
員　
４
年
以
上
も
保
留
さ
れ
て

い
る
た
め
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る
。
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あ
ら
ま
し

審
議
結
果

一
般
質
問

決
議
・
意
見
書

▽決議▽　３月定例会で次の１件の決議が可決されました。
決議とは・・・議会が行う事実上の意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明するために行われる議会の議決のこと。

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議
　ウクライナをめぐる情勢については、昨年末以来、国境付近におけるロシア軍増強が続く中、我が国を含む国際社会が、緊張の緩和と事態
の打開に向けて、懸命な外交努力を重ねてきた。
　しかし、２月21日、プーチン・ロシア大統領は、ウクライナの一部である、自称「ドネツク人民共和国」及び「ルハンスク人民共和国」の独
立を承認する大統領令に署名し、同24日、ロシアは、ウクライナへの侵攻、侵略を開始した。
　このたびのロシアの行動は、ウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の明確な違反であり、武力による
威嚇及び武力の行使を禁ずる国連憲章の重大な違反である。
　よって、このような武力による一方的な現状変更は断じて認められず、周辺国だけでなくアジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがす
極めて深刻な事態である。
　米子市議会は、ロシアに対し厳重に抗議し強く非難するとともに、即時に攻撃を中止し、無条件で撤退することを強く求める。
　また、プーチン大統領が核兵器使用の脅しや原子力発電施設への攻撃・占拠を行っていることは、核兵器禁止条約並びにジュネーブ条約
の重大な違反であり、唯一の戦争被爆国民として強く非難する。
　以上、決議する。

　　令和４年３月10日
　米　子　市　議　会

▽意見書▽　３月定例会で次の１件の意見書が可決されました。
意見書：地方自治法第99条に基づき、市の公益に関することについて、国会や関係行政庁に対し、議会の意思をまとめて提出する文書のこと。

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書
　少子高齢化や人口減少の進展により、あらゆる現場で人手不足や後継者不足が叫ばれる中で、新しい地域社会の構築は、地方自治体に
とって喫緊の課題となっている。また今後は、新型コロナウイルス感染症などの感染症の蔓延を防ぐ上で、人と人との直接的な接触を低減
させることが必要となり、働き方や教育、医療や福祉といった、日常生活の現場の変容が求められている。
　そして今、政府の「デジタル田園都市国家構想」への取組をはじめ、社会のデジタル化への流れが加速する中で、「誰一人取り残されない
デジタル社会」の実現を目指して、地域の課題解決に資するデジタル化を、適切かつ迅速に推進し、全ての住民がその恩恵を享受できる社
会を構築する時代が到来した。
　よって、政府におかれては、子どもたちの学びの継続、医療への適時適切なアクセス、持続可能な地域の医療と介護、新しい分散型社会の
構築など、特に地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進について、下記の事項を確実に実現されるよう強く求める。

記
１�　全ての子どもたちの学びの継続のために全ての地域で、感染症の拡大防止や不登校児童生徒への柔軟な対応など、誰もがどこでも安心
して学びが継続できるように、リモート授業を可能にするための通信環境等の整備、デジタル教材や通信料の無償化など、各家庭の状況
に配慮した対応ができるよう、所要の措置を講じること。
２�　医療への適時適切なアクセスのために地域住民が安心して医療にアクセスできるよう、オンライン診療等を誰もが身近に受けられる
ように、現在、オンライン診療を適切に実施する前提となっている「かかりつけの医師」について、各地域に適切に配備すると同時に、そ
の存在と役割を周知する広報活動の充実など、全ての住民が「かかりつけの医師」につながれるための取組を強化すること。
３�　持続可能な地域の医療と介護のために住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、介護および看護分野における人材不足の
解消に資するICT技術を用いた支援機器の開発と実証実験への支援を拡充するとともに、当該支援機器の現場への適時的確な導入を促
進するために、その機能と安全性を適切に評価した上での人員の配置基準の見直しが迅速に図られる体制を整備すること。
４�　新しい分散型社会の構築のために地域の新しい兼業農家やデジタル人材の確保に向け、「転職なき移住」を実現するためのテレワーク
の拡大や、サテライトオフィスの整備等に対する補助金等の拡充や税制の優遇、さらに移住者への住宅取得支援や通信料金の軽減など、
分散型社会の構築への総合的な取組を強化すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年３月24日
　米　子　市　議　会

デジタル大臣　内閣府特命担当大臣（地方創生）　
新型コロナ対策・健康危機管理担当大臣　デジタル田園都市国家構想担当大臣　様
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▽報告▽　３月定例会で議会運営委員会から次の報告がありました。

　議会運営委員会から米子市議会基本条例の検証結果について報告いたします。
　本条例は、議会は、市民を代表する機関であることを常に自覚し、市民及び市長等の関係、議会及び議員の活動原則等の議会に関する基本
的事項を定めることにより、市民の負託に的確に応え、もって市民福祉の向上と公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的とし、平
成26年３月26日の本会議において、可決・成立し、平成26年７月１日から施行しております。
　本条例の第16条には、条例の検証と結果の公表、検証の結果を受け、必要に応じて、条例を改正するなど適切な措置を講じることを規定
していることから、令和２年８月に議会運営委員会にて条例の検証を実施することを提案し、議長・副議長の意見を伺った上で決定するこ
とといたしました。
　これを受け、議会運営委員会では、令和３年３月より本格的に検証を始めることとし、本条例の検証に当たっては、全議員から各条文に対
する課題や評価意見を提出してもらい、それを基に委員会で議論を行いました。
　意見の分かれたところについては、さらに会派等に持ち帰るなどして協議を重ね、委員の総意により委員会としての結果をまとめたもの
であります。
　以下、検証の結果について、御報告いたします。
　検証に当たっては条文ごとに検証を行い、成果、課題の抽出を行い、評価は目的を達成できた条項をＡ、一部達成できた条項をＢ、未達成
の条項をＣの３段階で行うこととし、検証の評価が困難な場合は検証対象外とすることにしました。
　本検証においては、検証対象外を除き約８割強の条項がおおむね達成されており、本市議会が条例の趣旨に則して活動できていると評価
できる検証結果となりました。
　しかしながら、達成されているものについても改善し、条例の目的の達成を目指すために、さらに努力していかなければならないと考え
ております。
　今回の検証において、今後、その対応が必要と思われる事項については次の３点です。
　まず、資料のデジタル化（タブレット端末の導入、ペーパーレス化）については、デジタル庁が発足し、自治体によるDX化が推進されてお
り、本市においてもDX化への方針を明確に打ち出し、令和３年10月からスマート窓口が開設されたところである。これまでの資料は全て
印刷物となっていたが、あまりに膨大な量であり、印刷する職員のコスト等も意識する必要があるため、資料のデジタル化を検討すべきで
あること。
　次に、研修については、本条例の理念を議員間で共有するため、議員の任期が開始した後、速やかに本条例の研修を行わなければならない
とされているが、研修は行われたものの時期を逸していたため、改選後には本条例の研修会を速やかに行うこととすること。また、その他
の研修については議員の能力向上を図るためのみならず、時代に即した研修内容と実施回数についての研修の在り方を検討すべきである
こと。
　次に、条文については、前回の報告書において、条文見直しの必要性が付言されていたが、条例改正の検討がなされていなかったため、改
選後には、これらの点の精査を行い地方自治法や実情に合わせた形での条文を見直す必要があること。
　なお、評価の過程において今後に向けて提案があった事項としては、陳情の審査について、議員間討議について、議会の市民への情報発
信・公開について、議会基本条例とその検証結果についての４点がありました。
　以上が米子市議会基本条例の検証結果ですが、この結果をまとめた検証結果報告書を作成いたしましたので、今後ホームページ等で公表
していきたいと考えております。
　米子市議会では、今後さらなる開かれた議会をめざし、議会改革を進めていくよう、引き続き、議員各位、並びに市長をはじめ執行部の職
員など関係各位の御協力を賜りますことをお願い申し上げまして、米子市議会基本条例の検証結果についての報告を終わります。

　議会運営委員会で作成した「米子市議会基本条例の検証結果報告書」を市議会ホームページに掲載しています。

令和４年米子市議会１月臨時会提出議案審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●
議案番号 件　名 議決結果
議案第１号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第12回） 原案可決

令和４年米子市議会２月臨時会提出議案審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●
議案番号 件　名 議決結果
議案第3号 令和３年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第３回） 原案可決
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令和４年米子市議会2月臨時会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案●� ○：賛成　×：反対　議：議長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属
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戸
田
隆
次

遠
藤　

通

岩
﨑
康
朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第２号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第13回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第４号 島根原子力発電所稼働の賛否を問う米子市民投票条例の制定について 否      決 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 議

令和４年米子市議会3月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●� ○：賛成　×：反対　欠：欠席　議：議長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属
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次

遠
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通

岩
﨑
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朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第29号 令和４年度米子市一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第35号 令和４年度米子市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

議案第42号 米子市一般職の職員の給与に関する条例及び米子市任期付職員の採用及び給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

陳情第103号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議
陳情第104号 原発災害時の屋内退避中の支援体制について、住民への具体的な説明を求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 議
陳情第105号 島根原発に関する安全協定に事前了解権の明記を求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × 議

●報告●
報告番号 件　　　　　　名
報告第１号 議会の委任による専決処分について（工事請負契約の締結についての議決の一部変更について）
報告第２号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）
報告第３号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）
報告第４号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）
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令和４年米子市議会2月臨時会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案●� ○：賛成　×：反対　議：議長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属
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岩
﨑
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朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第２号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第13回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第４号 島根原子力発電所稼働の賛否を問う米子市民投票条例の制定について 否      決 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 議

令和４年米子市議会3月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●� ○：賛成　×：反対　欠：欠席　議：議長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属
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﨑
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朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第29号 令和４年度米子市一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第35号 令和４年度米子市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

議案第42号 米子市一般職の職員の給与に関する条例及び米子市任期付職員の採用及び給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

陳情第103号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議
陳情第104号 原発災害時の屋内退避中の支援体制について、住民への具体的な説明を求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 議
陳情第105号 島根原発に関する安全協定に事前了解権の明記を求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × ○ ○ 欠 ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × 議

●陳情の議決結果の理由等①●	

陳情
第103号

【不採択とした理由】
①政府の方針である最低賃金1，000円に向かっていかなくてはならないと思うが、前回の最低賃金アップ時にも市内の中小企業
経営者からかなり厳しいとの声を聞いており、全労連の意に沿うこの陳情には賛同しかねるため。
②現在のコロナ禍において、経済状況も不透明な中、国の制度に手をつけて拙速に最低賃金を1，500円以上にすることには賛同
できないため。
③賃金は、地域格差や流動人口の需給バランスによってはじきだされるという考えが普通であり、それを全国一律にあてはめて
最低賃金を1，500円にするというのはありえない話であるため。
④前からの議論でもあるように、まずは最低賃金1，000円に足並みをそろえていくことができれば一番いいが、本質的には国会
において、各党が胸襟を開いて議論すべきことであり、現在の政治状況を考えると、この陳情どおりの意見書を提出することには
抵抗があるため。
⑤事実上、最低賃金を1，500円に引き上げて、それを補完する形で行う各種の財政支出が極めて大きな財政出動となる中小企業
対策や、そのための施策を同時に展開することは不可能であるため。
＜賛成意見＞
①ILO（国際労働機関）の調査によると、世界の中で最低賃金をきちんと国として定めているところでは、ほとんどが全国一律の
最低賃金制度を採用している。日本でも全国一律の最低賃金にして、首都圏と地方の格差、さらには貧富の格差解消を図ること
が必要であり、それによって米子も活性化すると考えるため本陳情に賛同する。
＜反対意見＞
①政府の方針である最低賃金1，000円に向かっていかなくてはならないと思うが、前回の最低賃金アップ時にも市内の中小企業
経営者からかなり厳しいとの声を聞いており、全労連の意に沿うこの陳情には賛同しかねる。
②現在のコロナ禍において、経済状況も不透明な中、国の制度に手をつけて拙速に最低賃金を1，500円以上にすることには賛同
できない。
③賃金は、地域格差や流動人口の需給バランスによってはじきだされるという考えが普通であり、それを全国一律にあてはめて
最低賃金を1，500円にするというのはありえない話である。
④前からの議論でもあるように、まずは最低賃金1，000円に足並みをそろえていくことができれば一番いいが、本質的には国会
において、各党が胸襟を開いて議論すべきことであり、現在の政治状況を考えると、この陳情どおりの意見書を提出することには
抵抗がある。
⑤事実上、最低賃金を1，500円に引き上げて、それを補完する形で行う各種の財政支出が極めて大きな財政出動となる中小企業
対策や、そのための施策を同時に展開することは不可能である。
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令和４年米子市議会３月定例会提出議案等審議結果一覧表
●陳情の議決結果の理由等②●

陳情
第104号

【不採択とした理由】
①災害時の対応、避難についての説明方法の工夫等、屋内退避中の支援に限らず、広域に理解を進めることが重要と考えるため。
②屋内退避等の対応の記載がある原子力防災ハンドブックが基本的な運用マニュアルの役割をしており、災害発生時にはそのマ
ニュアルを基にした対応をするものと理解しているため。
③有事の際には屋内退避等、避難につなげる際にどういった方法がよいのかについて、メディアなど様々な周知方法を使って随
時情報が更新されていくものと理解しているため。
④住民一人一人に様々な背景があり、全てに応じるものを計画に盛り込むことは無理であると考える。全戸配布されている原子
力防災ハンドブックを含め、積み重ねの末に今のやり方ができており、そちらを尊重するため。
⑤原子力災害特有の避難におけるオペレーションを全て周知することは困難であり、かえって混乱を招く可能性がある。もし
個々が勝手にバラバラに動くようなことになればそのことが一番危険なことと考えており、避難指示というものはできるだけシ
ンプルに作り、周知を図る必要があることから、現行の原子力防災ハンドブックの記載で良いと考えるため。
＜賛成意見＞
①原子力防災ハンドブックを読んでも分からない、もしくは読んでいない住民、病院・介護施設関係者はいると思われる。また、
具体的な想定をしながら皆が確実に安全に避難できる計画になるよう住民に具体的に説明、周知徹底を図っていくことがとても
大事なことである。
②原子力防災ハンドブックだけではよく分からないところを住民に説明、周知しないと住民はこの避難計画を納得せず、また計
画どおりに行動してもらえないことになり、そのためにも説明が必要である。
＜反対意見＞
①災害時の対応、避難についての説明方法の工夫等、屋内退避中の支援に限らず、広域に理解を進めることが重要と考える。
②屋内退避等の対応の記載がある原子力防災ハンドブックが基本的な運用マニュアルの役割をしており、災害発生時にはそのマ
ニュアルを基にした対応をするものと理解している。
③有事の際には屋内退避等、避難につなげる際にどういった方法がよいのかについて、メディアなど様々な周知方法を使って随
時情報が更新されていくものと理解している。
④住民一人一人に様々な背景があり、全てに応じるものを計画に盛り込むことは無理であると考える。全戸配布されている原子
力防災ハンドブックを含め、積み重ねの末に今のやり方ができており、そちらを尊重する。
⑤原子力災害特有の避難におけるオペレーションを全て周知することは困難であり、かえって混乱を招く可能性がある。もし
個々が勝手にバラバラに動くようなことになればそのことが一番危険なことと考えており、避難指示というものはできるだけシ
ンプルに作り、周知を図る必要があることから、現行の原子力防災ハンドブックの記載で良いと考える。

陳情
第105号

【不採択とした理由】
①今回の協定改定後に、さらなる協定上の改定を求めていくことも想定しうる。今回は今回で決着をつけることには了解してい
るところであるため。
②立地市の協定で事前了解権が明記されていることに関して、これまでの背景から鑑みると、このたびの安全協定の改定内容に
ついては理解するとともに、知事、市長は相当頑張られたものであると評価するため。
③安全協定の第６条については、文言上の差異はあるものの、実効性が明確に担保されていると理解していること及び今回の安
全協定改定案が大きく前進したものであると考えるため本陳情には賛同できないため。
④現状において、事前了解権を明記することを求めて現行の協定を継続させるよりは、協定内容を１歩でも２歩でも市民のため
に前に進めるべきと考えることから本陳情には賛同できないため。
＜賛成意見＞
①本陳情は事前了解権について明記することを求めており、前進したからといって譲歩するのではなくずっと求めていくべきで
ある。
②福島の原発事故の例から、被害は立地市以外にも及び、命、健康、環境に大きく影響があることは同じである。30ｋｍ圏内の自
治体に避難計画策定の義務があるならば事前了解権もあるべきである。
③条文では報告だが、実質的には事前了解願いと同じという取扱いは、曖昧であり一番の問題と考えるため、解消すべき。
＜反対意見＞
①今回の協定改定後に、さらなる協定上の改定を求めていくことも想定しうる。今回は今回で決着をつけることには了解してい
るところである。
②立地市の協定で事前了解権が明記されていることに関して、これまでの背景から鑑みると、このたびの安全協定の改定内容に
ついては理解するとともに、知事、市長は相当頑張られたものであると評価する。
③安全協定の第６条については、文言上の差異はあるものの、実効性が明確に担保されていると理解していること及び今回の安
全協定改定案が大きく前進したものであると考えるため本陳情には賛同できない。
④現状において、事前了解権を明記することを求めて現行の協定を継続させるよりは、協定内容を１歩でも２歩でも市民のため
に前に進めるべきと考えることから本陳情には賛同できない。
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令和４年米子市議会３月定例会提出議案等審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案等●
議案等番号 件　名 議決結果

議案第５号 功労者の表彰について 原案同意

議案第６号 米子市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の制定について 原案可決

議案第７号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第14回） 原案可決

議案第８号 米子市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第９号 米子市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第10号 米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第11号 米子市空き地の適切な管理に関する条例の制定について 原案可決

議案第12号 米子市環境保全条例を廃止する条例の制定について 原案可決

議案第13号 米子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第14号 米子市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第15号 米子市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第16号 米子市道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第17号 米子市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第18号 米子市下水道使用料等審議会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第19号 市道の路線の認定について 原案可決

議案第20号 市道の路線の廃止について 原案可決

議案第21号 市道の路線の変更について 原案可決

議案第22号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第15回） 原案可決

議案第23号 令和３年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第24号 令和３年度米子市駐車場事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第25号 令和３年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第４回） 原案可決

議案第26号 令和３年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第27号 令和３年度米子市水道事業会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第28号 令和３年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第４回） 原案可決

議案第30号 令和４年度米子市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第31号 令和４年度米子市土地取得事業特別会計予算 原案可決

議案第32号 令和４年度米子市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第33号 令和４年度米子市市営墓地事業特別会計予算 原案可決

議案第34号 令和４年度米子市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第36号 令和４年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計予算 原案可決

議案第37号 令和４年度米子市米子インター西産業用地整備事業特別会計予算 原案可決

議案第38号 令和４年度米子市水道事業会計予算 原案可決

議案第39号 令和４年度米子市下水道事業会計予算 原案可決

議案第40号 ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議 原案可決

議案第41号 米子市特別職の職員の給与に関する条例及び米子市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決

議案第43号 米子市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第44号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第16回） 原案可決

議案第45号 令和４年度米子市一般会計補正予算（補正第１回） 原案可決

議案第46号 教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第47号 米子市伯仙財産区管理委員の選任について 原案同意

議案第48号 地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書の提出について 原案可決
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米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目１番地

TEL：（0859）32-0302　FAX：（0859）35-6464
メール：gikai@city.yonago.lg.jp
URL：https://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
ご意見等ありましたら、電話・FAX・メール等でお寄せください。

検 索米子市議会

　市議会議員の任期満了（任期は、令和４年６月30日まで）に伴う選挙が行われた関係上、
通常６月に行われている定例会は、７月に行われます。
　日程は、改選後に決められますので、決まり次第ホームページに掲載いたします。
　日程について、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

　平成28年度分の政務活動費から収支報告書および領収書など
の支出の証拠となる書類を公開しています。
【市議会ホームページ】 http://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
　●ホームページ内の「政務活動費」からごらんいただけます。
　●スマートフォン、タブレットからもごらんになれます。
　※令和３年度の書類は、令和４年７月１日までに公開する予定です。

　平成28年度分の政務活動費から収支報告書および領収書などの支出の証拠となる書類
の写しをどなたでも閲覧することができます。
【閲覧場所】議会事務局（市役所本庁舎5階）へお越しください。
【閲覧時間】月曜日から金曜日まで（閉庁日は除く） 午前8時30分から午後5時15分まで
　●領収書などの支出の証拠となる書類は、米子市情報公開条例に基づき、個人情報等の保
　　護のため一部黒塗り処理しています。
　●閲覧できる書類は、有料でコピーできます。複写機使用料は1枚（モノクロ、A3サイズま
　　で）10円です。

政務活動費の領収書などを
公開しています

　米子市議会では、政務活動費の適正な運用を期すとともに、その使途の透明性をより高め
るため、収支報告書とあわせて領収書などの支出の証拠となる書類を公開しています。
インターネットでの公開について

書類の閲覧について

７月定例会の日程について
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